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昭和 31 年 度 会 計 決算 及び 昭和 32 年 度 会 計 予 算 , 臨時 評議 員 会 , 昭和 324 
日 本 岩 右 鉄 物 録 床 学会 役員 候補 者 の 推薦 に つい て , 合同 秋季 議 演 会 予告 


Kat 


ib a 
SDT URE ELE BARE INGK OFETHNTE 外 7 件 
EBB UK North-West Jersey に み ら れ る 接触 現象 外 4 件 
金属 鉄 床 学 硫 鉄 テッ ケル 鉄 と 磁 硫 鉄人 然 の 共生 外 3 件 
Ah GK PR 学 Persian Gulf 油 帯 の 意義 Ke 4 件 


東北 大 学 理学 部 岩石 讐 物 鉱 床 学 教室 内 
AAR 4 GE Wy Sh KF 


会 報 


昭和 SIE SHRARE 昭和 32 年 度 会 計 予算 昭和 31 年 度 本 会 々 計 決 算 及び 昭和 
32 年 度 会 計 予 算 を 次 の 通り 報告 し ます 。 
昭和 31 年度 会 計 決 算 


ux の | x Hy QD As 
& £8 収 7 312,366 円 Ht 版 # 335,656 
5) om ORO OA 19,457 Bl Rl 出 版 費 22,522 
ITF 7 IAN 6,660 備 isi 費 29,510 
雑 収 入 (寄附 金 を 含む ) 10,855 mee 送 Fe 34,682 
oe ah a 務 H BB 6,107 
刊行 費 (交付 金 ) OI 500 
前 年度 繰越 金 64,883 線 4 金 55,244 
et 484,221 fq 計 484.221 円 


高 総 会 (昭和 31 年 10 月 開催 ) に は 日 本 録 物 学 会 及び 理 本 録 山地 質 学 会 と 合同 講演 会 を 
行ない CORAL, 寄附 及び 広告 代 に より 崎 わ れ た 。 
昭和 32 年度 会 計 予 算 


UN の 部 x 出 の 部 
& ££ kw <A 3200009 | 串 版 # 369,000 円 
a hi fe Mm A 27,009 Bl om Hh ke # 27,000 
RV TFY X-RIMA 6,000 備 A= ca 7,000 
Me 収 A 5,000 通 信 B 送 BR 42,000 
文部 省 研 究 成 a 7 O00 a 務 KH F 15,000 
刊行 費 ( 交 付 金 ) j 総 会 費 20,000 
前 年度 繰 越 人 金 55,244 会 議 4 5,000 
予 備 ce 7,244 
計 483,244 円 計 483,244 円 


臣 時 評議 員 会 昭和 32 年 4 月 7 日 (日 ) 正午 より 東京 教育 大 学 に 於 て 渡辺 万 次 郎 会 長 議 
長 と な り 臨 時 評議 員 会 を 開い た 。 

出 記者 渡辺 万 次 郎 会 長 , 石井 清彦 , 鈴木 本 ( 代 渡辺 会 長 ), 是 井 誠太郎 各 幹事 , 片山 
8A ABA, RABE, HES (EDR), BRS, AERA, 滝本 清 ( 代 渡辺 
RR) WAKE, 西沢 章 三 郎 , 原田 準 平 , 吉村 豊 文 , 渡辺 新 六 ( 代 渡 辺 会 長 ) , wuRe 

at 。 各 執行 委員 より 次 の 報告 が 行わ れ た 。 (1) 会 則 そ の 他 に つい て 昭和 31 年 度 の 経 
Wer (2) 昭和 31 年 度 会 計 報 告 (3) 編集 に 関す る 報告 , (4) 会 員 に 関す る 報告 
(5) 図書 に 関す る 報告 。 

BY Ci AD ROBE FO 

1. 新 会 員 承 認 の 件 2. 特別 会 員 募 集 の 件 
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関 亜鉛 鉱 に 伴う Cu-Fe-S RIOR SH (1)* 


Exsolution intergrowths of the marmatite and the Cu-Fe-S 
system minerals from Kyushu, Japan (I). 


3% 紀 (Toshinori Matsukuma)** 
三千年 (Michitoshi Miyahisa)** 


FF 


先 に 筆者 あら の 一 人 宮 久 三千年 ! は 尾平 鉄山 附近 の 多く の 硫化 物 鉄 床 に た 産 する マー マタ 
イト 質 隊 亜 鈴 鉄 中 に 離 深 す る 黄銅 鉄 北 点 に は 更に キュ ー バ 鉱 , ヴァ レ リ ー 鉄 等 の Cu-Fe- 
S KEMRADBRBAT SIL EMG AIL, この 種 の 関 亜鉛 鉄 の 産地 は 今後 る 多数 追加 さ 
れる で あろ うと 暗示 し た 。 キュ ー バ 鍼 に つい て は 既に 中 村 威 2?) に ょ つて 河 山 鉄山 に 発見 
SN, 叉 その 後 岩手 県 焦 山 鉄 床 より 竹内 等 3 が 報告 し た が , この よう な 2 段 離 次 に よる 共 
生 は 九州 各地 の 了 関 亜 鈴 鉄 に つい て 研究 を 継続 し た と ころ 尾平 鉄山 附近 の みな ら ず 更に 多 
数 の 同様 な 共生 体 を 相次い で 確認 し , その 上 全く 同様 な 状態 に お いて 夷 銅 鉄 一 黄 鉛 鉄 の 苑 
溶 共生 体 の 存在 も 明か に する こと が で きた 。 これ ら の 隊 亜 鉛 鉄 を 多数 の 産地 を 通じ て 顕 
微 鏡 的 観察 を 行 つ た 結果 特異 な 種々 の 離 座 組織 の 存在 が 得 ち られ る の みな ら ず , それ ぞ れ の 
離 芝 共 生体 相互 の 間 に は 成因 的 に 深い 関連 性 が あり , SOBAHPIRAE & PQTE MASK WRATH ee 
( 離 落 磁 硫 鉄 鉄 , 黄 鋼 鉱 の 分 布 状態 , 形状 , KAS, 量 等 ) と の 間 に る も 規則 正しい 関係 が 
存する も の と 解 さ れ , Cu-Fe-S 系 鉱物 の 生成 条件 を 知る 上 に 興味 ある 和 観察 を する こと が 
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BAm enw c COMBHEEY 
BEBE SSG HH x BORTBE IR OD FRB, WRVZ US REBEGROK ANE ゞ PATE GKO HEA A He 
沿い 配列 する こと は , その 鉄 石 が 低温 性 , 高温 性 に 拘ら ちず 極め て 普遍 的 に 観察 され る と こ 
BC, その 多く は 苑 深 組織 で ある と 解 さ れ て いる 。 
尾平 鉄山 周辺 の 講 鍼 床 よ り , 既に 宮 久 が 論じ た よう に , COMDIAL Moh 
より な る も の で は な く , 明らか に 苑 落 組織 と 解 さ れる キュ ー バ 鉄 , ヴァレ リー 鉄 の 共生 し て 
いる こと が 認め られ , その 生成 は 竹内 常 彦 ・ 南 部 松 夫 等 の 指摘 する ZERIT LSUOC 


* 1955 年 度 地 下 資 源 関係 学 協会 合同 秋季 大 会 に お いて 講演 。 

** 九州 大 学 工学 部 探 鉄 学 教 窟 

1) BASSE: WADE, 25, 51~54, 1952. 

2) 中 村 威 : 地質 , 55, 159, 1949. 
3) ARE, 南部 松 夫 , MARS, 鈴木 勝 : Boge, 184, 214~220, 1953. 
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ju = ge pss es あぁ る 。 RMB Shir OTE 

Cute SOIREE Bate XBUENC RENE EAT BOURNE 
の 分 布 図 する 了 関 亜 鉛 鉄 を 使用 し た が , 隊 亜 鉛 鉱 
wT ND AMC RELEL, wi 
TER CPE, 反 
射 光線 で は 暗 福 一 暗 赤 人 色 の 内 部 BON 
(SR) FART Fe に 富む マー マタ イィ 
ト 質 関 亜鉛 鉱 で ある 。 そ の 内 部 に は 小 
滴 状 , MBIR, Vv aR, 薬 片 状 , 懸 滴 状 , 
多角 形状 等 大 小 種 々 の 形態 を 示す 微小 
RRR, 黄 鉛 鉄 を 包 有 し , これ ら の 
大 半 は 離 次 に よ ょ つて 関 亜 鉛 鍼 よ り 分 離 
し た と 考え られ る も の で ある 。 そ の 徴 
小 体 を 充分 高 倍率 で 観察 すれ ば , 次 の 
よう な 鉄 物 の 間 に , それ ぞ れ 特徴 的 な 
規則 正しい 離 落 組織 が 認め られ る 。 

1 Brg Gk —aa Bel GR 

2 黄銅 鉄 一 ヴァ レ リ ー 鉱 


Roe 


1 BPSK 2 尾平 大 炊 3 ARS 


4 豊栄 九 折 § SRD 6 新 木 浦 3 黄銅 鉄 一 キ < ュ ー バ 鉄 

THEA SRE IBA 10 SS 4 RPA —RAGEROR 

11 見 立 大 吹 12 見 立 本 負 13 WR Sua 
14 富 高 15 出水 16 PHSB) 17 新城 ES eee 


N 延岡 M sig K BRB 
it a 鉄 は Cu-Fe-S Roky & L TVBPESK 


床 の 特 徴 的 存在 と し て , 従来 その 産出 
は 比較 的 稀 で あぁ つた 。 

Sr VY PRIS 1940 年 渡辺 武男 り が 朝鮮 我 洞 金山 に その 産出 を 報告 し て 本 邦 に 紹介 
され , SRR?) DHS HAD 尾平 附近 に , 更に 竹内 ・ 南 部 DaRPOR CTE, 
し て 尊 くそ の 共生 関係 や 成因 が 明らか に な つて きた 。 知内 ・ 南 部 は 成因 的 に 次 の 如く 分 ; 
類 し , 

a) 鉄 液 より 直接 本 出 し た も の 

b) 離 次 に よる も の 

c) 反応 緑 鉱物 と し て 存在 する も の 
その 反射 頭 役 鏡 的 性 質 を 詳 述 し た 。 これ に 対し て 筆者 等 の 観察 を 補足 する な ら ば 次 の 如 
く で あつ て , 如 価 な る 微小 体 で あっ て る も 他人 鉱物 と の 識別 る 可能 で あぁ る 。 

a) 色 及 び 反 射 多 色 性 に つい て は 全く 同様 で ある 。 


1) 渡辺 武男 : aGK, 24, 157~164, 1940. 
2) Tatsumi, T: Sci. Rept. Coll. General Education Univ. Tokyo, 3, 81~ 
113, 201~247, 19538. 


3) 竹内 常 彦 , 南部 松 夫 : Gk, 38, 213~217, 1952. 
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b) 256d: 不明 で ある 。 

C) FAME: 非常 に 特徴 的 で ある 。 反射 多 色 性 に お いて 最 明 の 時 直交 = コル 下 で は 暗 
KEE EL, 右 に 45° 回 転 し た 時 に は 最も 明る い 赤 黄色 クリー ム と 黄色 に 強く 煙 き , 90° 
の 位置 で は 暗 灰 色 と どなり 消 光 必 135 に お いて は 青 灰 色 と な つて や ゃ ヽ 明るく な る 6 BK 
180° 位 に は 暗 福 色 に 転じ , 225° 位 に 達し て 再び 45? 位 と 同様 な 最上 蛇 位 と な る 。 これ は 
HF AAO RAL RA P= INE CREE RY, その 中 間 の 40° 位 に お いて 
明 色 と な る が , 145° MICRO MAS EL, —45° Hic eOReIt ROT, 4 同 消 光 を 
する の で あぁ る 。 こ の 午 色 の 明 位 は 消 光 位 と 明る さ の 差 が 小 で ある た め に , 宮 久 は さき に こ 
れ を 誤っ つて 2 回 消 光 と し , か ゝ る ヴァ レ リ ー 鉄 を キュ ー べ 人 鉄 B と し た 。 こ ゝ に 宮 久 の を 
27K BI yr VY -RIC-IT SOL EABRLL, TER LW SRM, Bret 
tifa] & ORNL Lb —Bet HLS BARMGAY SNRs 

Fa — NIL Te V UREN YH 多く の 産地 が 知ら れ 研 究 報 告 も 少く な い 。 詳細 な 実 
験 的 研究 も 行わ れ て いる 。 竹内 ・ 南 部 は 

1) 直接 唱 出 , 2) 離 Me a) LEBER b) 2 BeBe 

3) 接触 変成 , 4) 反応 縁 鉄 物 を な する の 
に 分 類 し た が , 本 研究 の を キューバ 鍼 は その 2-a に 相当 し , BEE Bic Cle FEE 
の 記載 に 等 し い 。 


MAM —-HMMORBAS 
班 鋼鉄 と TAPAS O BEAL ARIS EASE AS SERRA ACTAN ADC その 研究 る も 少く な 
い 。 生研 究 に 認め られ る この 組織 は , BERIELO AMIS レンズ 状 工 片 の 黄銅 鉱 が 格子 状 
VAL, BEA ATSB 6 し "に 近い 角度 で 交わ り , REP CE —A OIE DS 細く な 
つて 交わ る 。 BAORA BH, Mi EMG, BRANT 1k 以下 の 狭小 な る の で ある 。 
一 共生 体内 に 大 小 の 工 片 が 混在 し , 離 深 生成 物 が 細 粒 で ある ほど 組織 も 微細 で ある 。 格子 
は レン ズ 状 を な する も る の が 最も る 多く, 時 に は 線 の 太い 直線 状 に 移 化 する こと が ある が 完全 な 
直線 と な る こと は な い 。 


BHM —-FI-NHOKBER 
Ty SA D FEAL AVL BB AVC ROY 7 A a — SGRIE AGED DOD CHSD, WRARZLD AES 
分 を キュ ー バ 鉄 が 市 広く 占め て , FFAG A AWD CHEK RAD EBLS MW WBE 
DEAREBTACOISHCHS. 尾平 太 炊 塊 に は 長 さ 2 で pg, fh Te ORR a 
ー バ 鉄 が 僅か な 黄 鉛 鉱 を 伴う こと が あつ て , MICHEL CRACHS LMC, 粒状 黄銅 鉄 よ 

DAR, MIR EAGRICFEZET Bo SISTA EPR CULIDIG < , 伸長 方 向 に 短い 方 状 を な すこ 
と が 多く , 産地 に ょ よ つ て その 組織 が 異 る 。 時 に 薬 片 が 交 双 する 格子 状 も や も ある が 稀 で ある 。 
他 の 産地 に お いて も ほ ゞ 見 立 大 吹 型 に 近い も の が 多い 。 

BWM TP LY -RORB iA & 

COMPA ANS RPI 7 VV RM ABENSOCH SM, WGK, Bh BRO 
HRT 7 VY) — BRAS EEL CHL RARE & AR TRIE LO & AT BOL, MEH2S 
不 規 則 で ある か 形状 不定 の 包 有 4 物 と し て 存在 する る の と が ある 。 し か し MAO RH 
鏡 的 性 質 に は 変化 は 認め られ な い 。 

前 者 は 特に 1 方 向 に 長く 脈 状 に 走る る ゃ の と , これ に 直交 する 方 向 に 伸長 する より 短い 徴 
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F2 GRAMS O PAGE: & HAT SB Cu-Fe-S FHM (x 500) 


RIDAXCA—Ysa VIED CRANSABAITE Ley 


FEFGVEVC L ATCA AWS Lg LAL LOO RM Hk. OSA: 


1, 2 : SEMIS (MIKES) 一 PASAT: (As HK, 黒色 部 は PRESUEY GK 
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ン と 更に 他 の 方 位 に ある コン ビ ネ ー シ ョ ン が 混在 し , ZOH 
あぁ る = 平面 を な し , 接合 面 
同一 方 位 に ある も の で る も 

AGL 同様 な 形 を し 
の で 時 に 不 完 全 な 放射 状 


伸長 ブ 方 向 に E47 


ょ つて 光学 的 方 位 を 異 に し た DRO 


2 

レ A 
rah Or Sg ea 
2 レ リ ー 鉄 が 集合 し て 比 


a7 At We OS > 2 a — oS BK 


Gi 


ALA を な す が , 


4 


eee > Re Ra ly 
cane こ が かめ あめ る bo 


格子 状 を 量 する こと が ある 。 


第 < 図 説 A 


—IA Fla U) 


x 
5 
=I 


HT Ey 72 BIRT TV) — BK (KR UKE) 
hence B(ELtz 27k を 示す moiré appearance MOY 7 LV 1) —$k 
RAK (中 心 の 灰色 部 ) LTV) —GK (MEIKE) の 共生 


: OS ah SEP OAR AIIRT 7 VY — BR 


: LOD RRR PICA ALE RCT SIT VY HO 2WD AVE R— 


Y 


z の 伸長 方 向 に 平行 する こと が 多い (第 3 図 1) 。 時 に は 


LY BRS 全く 不 規 則 な 配列 方 向 を 示し て 存在 する も 


ote es 面 は Vy * か も DLO kn ¢ Wz 
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第 4 図 GRBSHES GLK A SASK RAEE ‘ x 80) 


1: RSPSRIUAIRSKPR, 2: 見 立 鉱 山大 吹 人 鉱床 , 
5: 新城 鉄山 , 6: 新 末 浦 鉄山 


ツァ レ リ ー 鉄 の 配列 の 如何 に 拘ら ず 到 分 に 注意 し て 観察 する な ら ば , 徴 文 象 橋 3 


の 強 TE 
合 , その 強調 さ 


mee する 役 粒 が 連 珠 状 に 接し た 集合 形 で あり , 


ーー 鉄人 等 に ひと し い の は これ が た め に よる の で ある 。 

dee 7. A Ne 
め て 役 細 な IG HORE C a DB 25, es 型 の も の は これ 
く , BTA Bw CURR ean % 
に お いて は 配列 の 差 を 認め i 9) 


3 : PUSS, 4: 松尾 鉱山 , 


造 の 場 


れる 脈 状 ヴァ レ リ ー 鉄 は これ に 直交 する 短い ヴァ レ リ ー 銘 に 平行 な 伸長 方 


不 規則 型 の も の る も 同様 に 連 珠 状 の 
ee る こと が わか り , RAVES kL BAM AMAA NbEO-B® 


合 形 
DDT sr VV. 


o 


(20H DLE) 中 の ヴァ レレ ia FL MLEIR GET HZ % OV FE 


CIEL CHL ¢ FEATS ILMS 


" HamaRMaTRE な る こと が ある 。 黄 鉛 鉄 細 粒 
, いずれ る も 極め て 微粒 の ヴァ レ リ ー 鉄 が 散 
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FET ZILT FIV 

懲 文 象 共生 に お ける 著しい 組織 的 特質 と し て , DORI 7 DUBE Ie OE 
じ て い る 部 分 と , 少 いか 全く 含ま ぬ 部 分 と が 明瞭 に 分 けら れる こと が あぁ る 。 人 後 考 の 部 分 に 
注意 すれ ば は 斑 鋼鉄 一 黄 鋼 鉄 の 格子 状 構造 の 黄銅 鉄 部 に 似 た レン ズ 状 を 量 す る 形態 を 示し 。, 
時 に は 知子 状 交 叉 の 明か な こと が ある 。 こ れ を 夷 鋼 鉄 一 黄銅 鉱 格子 と 比較 すれ ば , BeeMet 
PSR C77 VY GRO RAIS MC, 黄 鉛 伏 部 は その まま 黄銅 人 鍼 に 変化 し 
た と 解き され る 。 即 ち 同 一 尊 中 に 

斑 鋼 鉄 一 黄銅 鉄 エ ヴァレ リー 鉄 

Bao oh — BAK 
の 変化 を 生じ た も の で あり , P< OMALRRIELAD RG BUBERAGL BOOK CH SLX 
えら れる 。 了 共 亜 銘 鉄 中 の 極め て Bails SRAM (RAKE 10~30u) 1c —1a Regma —eemgr 
Hi, 他 は ヴァ レ リ ー 鉄 組織 の 粒 が 相 隣 る こと が あり , VAMP EBEROK, 他 
半 を 黄銅 鉄 一 ツァ レ リ ー 銘 に 占め られ る 両 組 織 の 共生 体 示 認め られ る こと が あぁ ある 。 その 
プ ァ レ リ ー 録 の 微 文 象 状 組 織 は 他 に 比較 し て 甚だ し く 繊 細 で ある 。 

また 斑 負 人 久 組 織 の 明瞭 な 彼 文 象 状 ヴ ァ レ リー 鉄 は その 尊 が 微細 で ある が , 時 に は ヴァ ee 
リー 鉄 は 料 と し て は 認め られ ず , アノ ル ソ ク レー ス の モヤ ャ モヤ moiré appearance に 似 
た 不鮮明 な 状態 と な る こと が あぁ る 。 


Re bit Hk Mh OH 
磁 硫 鉄 鉄 は 通常 黄銅 鉄 と 遊 見 し て , PARR SAGK RIC MICH LES ZR, PIG ICHAT SB 
こと も 少 ぐ ない 。 両者 間 に は 特殊 な 組織 は な い が ARAL 73 HL L CRB PlicaA Ss 
1% DISA ORR BO BY LZLBAGNZ この よう な 尊 中 に RewRBREKL 
Fa AGRE 7 VY EMER TZU LMASM, 両者 の 形状 よ り 磁 硫 鉄 鉄 の 生成 
は 他 よ り 早 期 に 行わ れ た と 考え る こと が で きる 。 斑 銅 鉄 と 直接 隣 る こと は 認め ら NW 


関西 鉛 鉱 の 産地 と 鉱床 
LAOREET SB BMG O esd HI BAI LOC BPSD SBS 
5 


され た が , その 後 更 に 九州 外 帯 の 第 3 M~PHNCRAT S TE IE ARE IZ PF 
鉱床 群 に 観 守 す る こと が で きた 。 こ の 地域 以外 の 産地 も 明らか に な つた も の も ある が , 
1 BIE DBI ST 1% 鉄 床 学 的 に 尾平 式 鉄 床 と し て 1 OOS ETERS 特 役 
DEBI CAEN TC, 本 研究 に お いて は これ に 限定 し て 論ずる こと ゝ し た 。 そ の 産地 は 下 
記 の 通り で ある (第 1 図 )。 
KA SEK SAA HY = EF GE LSA 
G 7 2 ” 大 炊 鉱 床 
“ 4 々 蔵 内 尾平 鉱山 1 号 鉱床 
u ” yo BRS FUT OR PS 
4 " % 々 BB RBGKDR 
々 FEYEAER BA ABSRIUKAGK PR 
Sle RRA PA SE LL oP ASK PS 
2 2 2 2 REBELS 
” ” 2 土呂 久 鉱 山 
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” 2 ” 荻野 鉄山 
2 ” ” SLIT SEIU SRR 
" ” ” 7 見 立 本 鋼 
” 日 向 市 富 高 鉄山 
” 児湯 郡 東 米良 村松 尾 鉄 山 
鹿児島 県 出水 郡 出 水町 出水 鉄山 
o RRA A USA 
2 肝属 郡 新城 村 新城 鉱山 
LIOR, ADRAU SIG RAR MORMARIL EAD BPR RICET 5 SERRE 
の 一 部 と し て , その 地質 鉄 床 の 概要 は 幾多 の 報告 に よ つ て 明らか な よう に リ , すべ て 古 生 
Fi, PAR, 祖母 山 火山 岩 類 を 謝 く 尾 平 酸 性 企 入 岩 類 (ZORARMIGRS CO P~ ER 
新 世 ) VPRO CAAA NBM ~ BOKER CS, 一 部 は 接触 交代 , 他 は 鉱脈 型 鉱床 で ある 。 
Bi, 松尾 鉱山 
この 鉄 床 は 宮崎 県 中 央 部 に 広く 分 布 す る 中 生 界 (四万十 昧 層 群 ) と , これ を 破り 浴 流 す 
る 尾 鈴 山 石英 粗 面 岩 , 或いは 小岩 株 , 岩 脈 と し て 賃 入 する 小丸 川 酸性 火成岩 等 の 地質 より 
な る 地域 に あぁ つて , 松隈 の 尾 鈴 鉄 床 区 に 属す る 。 尾 鈴 山 石英 粗 面 岩 は 祖母 山大 山 岩 類 に , 
小丸 川 酸性 火成岩 は 松尾 花 険 岩 と これ に 伴う 花 同 夷 岩 石英 夷 岩 質 脈 岩 と し て 尾平 酸性 
貧 入 岩 に 対比 する こと が 最も 適当 で ある 。 MER” は 松尾 花 賠 岩 と その 中 生 界 と の 接 
AEBS OS ALSKIR, 富 高 鉄山 や は 小丸 川 酸性 火成岩 に 属す る 石英 夷 岩 に 近い 中 生 界 中 の 
磁 硫 鉄鉱 一 黄 鉄 鉱 一 石英 脈 と し て 共に 小丸 川 酸性 火成岩 に 伴う 鉄 床 と 考え られ て いる 。 
新城 鉱山 
ARIAS PaO RR ARE (中 生 界 又は 古 第 三 系 ) を 寿 く 高 隈 山花 褒 岩 を 中 
心 と する ペグ マタ イト 質 鉄 床 , W-Mo-Sn, W-Bi-Au, Cu-Pb-Zn-As-S, Sb-As-Au- 
Ag 鉱床 等 の 諸 型 式 が 帯状 配列 を する 高 隈 鉄 床 区 の 1 員 と し て , 同 岩 体 の 南 縁 の 南 2km 
に 位置 する 。 
ESA SAIL 
ASKPRILEEL BS tat > RERARE PAIR ONICBATS 小岩 株 状 の SHUTTER BEE 
に 伴う , 主 に 水 成 岩 中 を 走る 鉱脈 , ABRSKR EL CREEL UDSEOPULM EET OB 
山 鉄 床 区 に 属す る 。 
出水 鉱山 
本 鉄 床 は 中 新 世 と され る 柴 尾 山花 賠 岩 に 貫 か れる 中 生 界 中 の 鉄 脈 と し て 鍋 欠 鉄 を 産 す る 。 
以上 の 各 鉄 床 は いずれ る も 九州 外 帯 の 第 三 紀 初 ~ 中 期 の 花 賠 岩 損 絡 入 岩 に 成因 約 関係 の 
DOME CH 0, 尾平 鉄 床 区 が 特に スカ ルン に 富む 接触 交代 鉱床 が 多く , BIRGER DS 
ペグ マタ イト 質 石 英 脈 を 有 し て 高温 深 成 型 鉄 床 で ある と 共に , 鉄 化 作 用 末期 に は 同一 場所 
に 重なっ つて 低温 性 鉱物 を 品 出 する テレ スコ ー プ 化 鉄 床 と な り , RVI ARBRE DEL 


1) 宮 久 三千年 : 地球 科学 , 23, 15~24, 1955. 

2) 松隈 寿 紀 : 地質 , 58, 335, 1952. 

3) 宮崎 県 の 地質 と 地下 資源 , 宮崎 県 , 1955. 

4) 木下 亀城 , 宮 久 三千年 : BR BRASH, 1.27, 1953. 
$) 若林 健介 : 九 大 理学 部 卒論 手記 , 1953. 


Wh. ©. KR NM 97 


て 水平 的 に HARADA E 7. L CHER GLI EIS E CH 包含 する 複雑 な 鉄 化 作用 に 伴う 
も の で あぁ つて, その 地質 学 的 , 鉄 床 学 的 事実 より すべ て 尾平 式 鉄 床 と し て 総括 する こと が 
で きる 共通 性 を 有する 。 


SSN 放 平 式 鉄 床 の 鉄 化 作用 及び 鉄 物 の 品 出 順序 


earlier 


Fe-As-Zn-Cu-Gi-Sn-Au .m. 


pyrite 2 > : 

: pyrite marcasite|| Sb m. 
pneumoatolytic | Sn-W-Mo orsenopyrite| | sphalerite [galena arsenopyrite|| pyrite 
mineralization| mneralization | | quartz stannite quartz quartz 

chalcopyrite 
native Bl 
bismuthinite 


215 SEVER S REE, 垂直 的 並び に 水平 的 に 配列 する な ら ば 第 1 表 の 如く 総括 さ 
れ , 個々 の 録 床 に よっ つ て 順序 の 変更 , 一 部 の 欠 除 を まぬがれ な い が , 殆ど 常に 規則 正しく 
行わ れ て いる 。 そ の 録 化 作 用 を 大 別して 

1) Pneumatolytic mineralization 

2) Sn-W-Mo mineralization 

3) Sulphide mineralization 
に 分 けら れ , Ble. 石灰岩 に 対し て は スカ ルン 化 作 用 を 行い , 貫入 岩 体 周辺 に 気 
成 鉱物 (BIBRA) FMS. 第 2 期 は 気 成 ~ 高 温熱 水 期 に 豆 り 鈴 石 等 の 金属 鉄 物 
を 生成 し , 第 3 期 に 至り 多量 の 硫化 物 を 沈 潤 する に 至る 。 その 初期 は 黄 鉄鉱 , 硫 低 鉄鉱 
等 の 鉄 を 主 と す る 硫化 物 の 高温 熱 水 時 代 に し て 圭 題 の 隊 亜 鈴 鉄 は 磁 硫 鉄鉱 , 黄銅 鉄 と 共に 
これ ら に 引き つぶ ゞ く 深 一 中 詩 水 期 に 品 出 し て いる 。 


ASHER AI RBO-— SORZESES* 

Some cordierite bearing rocks bordering the Horoman river 
in the southern Hidaka metamorphic zone. 

% gt 42 (Hiroshi Asai)** 


Abstract: In this paper the writer presents some considerations of 
the genesis of some cordierites in the cordierite bearing biotite migmatite 


* 日 本 地質 学会 年 会 講演 , 1956. 
"" 北海道 学 芸大 学 地学 教 宰 
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and in the biotite bearing spinel cordierite oligoclasite and in the garnet 
bearing cordierite hypersthene biotite gneiss as well. 

The cordierite occurs as a product between the sheared porphyroclast 
of the plagioclase and the younger biotite which concentrates at the 
mechanical movement in the later stage of formation of every metamor- 
phic rock. 


PENA OS 


日 高 変成 帯 南 部 の 二 , =OPZRALSE 岩石 に つい て , 曹 青 石 の 生成 する 機構 を 述べ 
る 。 御 討論 を いた ゞ いた 北海 道 大 学 再 橋 三 男 , 橋本 誠二 両 助 薇 授 , 北海 道 地 下 資 源 調査 所 
ARSZRELILUDSRO ABARAT V—-FORX, また 終始 変ら ちぬ 御 指 導 を し 
て いた だ いた 北海 道 大 学 鈴木 柄 , 石川 俊夫 両 教 授 に 厚く 御礼 直上 げ る 。 研究 に 使用 し た 経 
費 の 一 部 は , 文部 省 自然 科学 研究 費 交 付 金 , 開発 庁 , 北海 道 地下 資源 調査 所 , 工業 技術 院 
地質 調査 所 北海 道 支所 , 北海 道庁 科学 研究 費 交 付 金 の 竹 援 助 に よる も の で , こ ゝ に 明記 し 
て 深 基 の 調 意 を 表す る 次 第 で ある 。 


28257 ASO#BEK 

Loca Zee Rae, (1) SERA -BSSi7T 741 +, (2) FRBE—AEVY 
AN—B#BE KERR, GRES-SEO-KERAGS, (3) See -SeaH 
FRA-BESHRS, 2B ADBA-REEARAT, WTND ASAIN 
域 に 産 し , (1) は パン ケト チキ サ ツ プ 川中 流 の 黒雲 和 長き グマ タイ トト の 一 部 に , (2) ほ は オビ 
ラル カオ マツ プ 有 川 と ペン ケト チキ サ ツ プ 有川 と の 交流 点 附 近 の AHBA-RESARA 
片 麻 岩 の な か に ある プー ル 状 の 優 白 内 に , (3) GR CMROADHA BES AREOR 
か に 見 られ る 岩石 で ある (第 1 図 a) 。 

(1) @#B@A-RASS 7v 94} 

本 岩石 の 産 す る 附近 の 踏査 図 を 第 1 図 b に 示し た 。 LOB AL BER—ADIEAS 7 
4 生 R 有 びび 挟 雲 統 鞭 きき Tb vVAAAS 7TH 4 1b ERK -—OOB RED LOT 
て , @EANAARGH RS, ARAB ERRA ARAB ORRICIZS EU, 
南北 方 向 で 急 傾斜 の 弱い 片 理 が あり , 多数 の 塩基 性 細 料 岩 及 び 黒 雲母 密集 堪 を 包 有 し て い 
る 。 この 包 有 岩石 の うち で 後者 の 黒雲 母 密集 塊 と 密接 な 関係 を も つて 曹 青 大 が 形成 せら 
CN SS 

(2) 信 黒 圭 二 一 < ビン ネ ル 一 莉 青 石 一 灰 草 長石 岩 , 含 黒 雲母 一 草書 石 一 灰 曹長 石 岩 

本 岩石 の 産出 する 附近 の 踏査 図 を Hl 図 c に 示し た 。 本 岩石 は , MROM BRON 
上 炉 石 を 和信 ん だ 片 麻 岩 類 が 締 状 構造 を 示し , 部 分 的 に 塩基 性 メタ ブラ ステ ツク 岩 り が 分 布 し 
TOHRBEN ED TREO 5 b> CAE A BESAR GH REO 72 DCS 2 Mare 
示し た 如く , S-TROBARRERABORBRCSLDNWS, BHAI, LOK 
曹長 石 岩 に 淡 青 緑色 の クロ ツ ト と な つて 産 し て いる 。 注意 すべ さき は この クロ ツ ト は 第 2 
図 b の 如く , TCZOMBOSAL Y 7 > vANA—-BESARGEREO BEBO 
SN PROPER, E7UEOWURRBLI HOT, HHA, BER, ZUVYAVONVY 
ズ 状 の 密集 塊 で あぁ る 。 


中 


1) Base : 地質 , 62, 177~188, 1956. 
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(3) @hRE-SBAADHA-BESHRS, 含 童 青 石 一 斜 方 煙 石 一 時 雲母 上 
麻 岩 

本 岩石 の 産出 する 附近 の 忠 査 図 を (2) の 岩石 の 産出 する 附近 の 踏査 図 (第 1 図 c) GR 

し た 。 HARARE REO 2 dC BAORATS— 
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(4) @BBGAO BMX); 1 sv rbFeovT)il, 2xXv7pFesv TI, 
3 キリ プ ネ イィ 有川 , ER ean, 6 Bite, A Bae 
BEi7TIA4), 明 … 含 黒 圭 母 一 スピ ビン ネル 一 董 青 石 一 灰 草 長石 岩 叉 は 含 黒雲 母 一 草 
SA -RKERGAS, CC. awa -LaAADBA-RESHRELL CLS 
FigA—-REEH Rao ges. 

(b) @BAA-B2Gi7—77 4 } OPEMMEORAN: A, Ree APIAAR 
oo ii ley ・ 褐色 角 装 石 一 斜 長石 片 麻 岩 また は 絡 方 


輝石 一 褐色 角 関 石 一 斜 長石 片 麻 岩 , BeBe Reha, D- 含 曹 青 石 一 黒 
Bei 7rvzIA}, E BER Lote Tork ET NREE—HDiVTA VA 
Mai77741>h, 段丘 堆積 物 , G- Bee, 1…… パ ン ケ トチ キサ ツ プ 川 , 


XX ミグ マタ イト 中 の 莉 青 石 , 黒雲 坪 ク ロッ ト の 多い 場所 


(c) 含 黒 圭 母 一 < ビン ネル 一 曹 青 石 一 灰 費 長石 岩 , 含 黒 圭 母 一 草 青 石 一 灰 豊 fase 
BLU eho A_3e4AtBA— — ES RS (Gy) D BEHOIRSIEO PES ; 含 曹 
$A-Z2EE_-ASBASEALRS, 黒雲 母 一 斜 方 煙 石 一 RT 
黒 圭 母 一 斜 長石 片 麻 岩 , SHBAARAT eS, SHE -BESHRERUGRE 
R28 fa PI -SHoAESE, Bo BEEP IYTIAZT VTE, C RHO 
ieee D … 節理 の 走向 , At, E- Bega, FEB, Lo ペ ジ ケト チキ サ ツ 
ih soo OV Ae TZ Jie 
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soins See 
+2 eld 


(a) SAA -BREEARAR RAO oo ビン ネル 一 昔 青 石 一 
灰 草 長石 岩 , gg A KE RAB O HR CERIN); eR ae 
一 斜 長石 片 麻 岩 , 2・ SUL |p 77338 — foe 3: eRe 
母 一 スピ ビ ピン ネル 一 he 含 黒 雲母 一 草 青 石 一 灰 草 長石 岩 . 

(b) @RE—Ae egaetee ioms KERAS, @REH-LBA-KEE 
BEBO AT YF (平面 図 ) ; SABE ARAH RS, 2-27 2v7 
} EN i RS 3… 灰 草 長石 岩 , 4… 含 黒雲 母 一 ネス ビン ネ 
V—-#BAtRUeGRES_BPAOT7uUY >. 


3. = 質 
(1) 含 曹 青 石 一 黒雲 三 ミ グマ タイ ト 
alk 粗 料 な グラ ノブ プラ ステ ツク 構造 及び 眼球 状 構造 を 示す 黒 灰 色 の 岩石 で ある 。 舎 
長石 (36.4%) , 石英 (27.6%) , 黒雲 母 (26.896) , 磁 鉄 鉄 . チタ ン 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄鉱 (5.89) , 


草 青 石 (2.796) , MABE, VVIVYBLU BRE (0.7%) か ら で き て いる 。 HHH, 

眼球 状 構造 を 示し て いる 部 分 の 黒 圭 母 邊 集 塊 の 部 分 に 生じ て いる 。 眼球 状 構造 の 部 分 は , 

RR Abe Bede tC CORPO, 基質 に な つて いる 石英 , 黒雲 母 , 斜 長石 の 集 り か ら 主 
に 構成 され る 。 

SRA : 斑 状 残 唱 斜 長石 は , An。6, An。z, An。e, An。。 ERT, ASIC BZRRVUE 
石 類 を 包 有 する 。 甚 質 の 斜 長石 は , Anz, Any, Any, An。。, An。。 を 示す 。 ま な た Anzge 
内 外 の 塩基 性 の 終 長 石 が 見 られ る (第 3 Be), 

石英 : WSN ONRADER ROME 3 TD CHALCHS. 部 分 的 に この 石英 の み が 
密集 する 。 
RES : 斑 状 残 品 斜 長石 の 内 部 に 料 状 化 さ れ て 包囲 され る も の (前 期 黒雲 母 ) tHE 
の 外側 に これ を と り ま いて いる 黒雲 母 (後期 黒雲 母 ) が ある 。 本 岩 の 黒 雲母 は 大 部 分 この 
BURA CH So この 後期 黒 圭 母 は 斜 長石 の 夷 状 変 卓 が 形成 し た 後に 唱 出 し た も の で あ 
る 。 ま た この 黒雲 母 は 斜 長石 が 圧 砕 さ れる と 共に その 圧 砕 され た 斜 長石 の 部 分 に HEB 
を 形成 する (第 3 図 a,b)。 


in 
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BERR, FI VRS, 磁 硫 鉄 鉄 : GRRE, BPR CHAL TS, 相互 の 関係 
は 複雑 で ある 。 

草 青 石 : や ゝ 粗 粒 な 長方形 の か どの と れ た 黒雲 母 を 包み こん で いる 。 この 黒雲 母 は 
曹 青 石 の 生成 の 際 に 余 午 の 黒雲 母 を 内 部 に 残し た も の で ある 。 前 述 の 倖 長 石 に 包み こま 
れ た 黒雲 母 よ り 大 形 の も の が 多い 。 また 莉 青 石 に 包み こま れ た 黒雲 古 か ま た は SHAK 
接する 黒雲 母 は 多 色 性 の 弱い 黒雲 母 (X = 淡 黄 色 , Y=Z = RBS, Y= 1.618~ 
1.620) に な り , 一 部 は 無色 雲母 (X = 無名, マヤ =Z… わずか に 淡 黄 色 ま た は ほとん さ ど 無 
色 , 7 = 1.610~1.612) と な つて いる 。 BHU, よく 石英 を 包み こん で いる 。 BRIE 
(—), 2V = 69°, 82° @@=1.552,7 = 1566 R75, BEAGNERER 
は 残 品 の 存在 すべ き 位 置 に 昔 青 石 と な つて 生成 せら れ て いる (第 3 図 <) 。 

ジル コン , BR : ジル コン は 裸 出 し て いる も る の, 黒 圭 母 と 関係 が 深い も の と が ある 。 
爆 灰 石 は 昔 青 石 の 生成 され て いる 附近 に 見 られ る こと が 多い 。 

上 述 し た G2 RA-BEE 272711} OD 造 岩 鍼 物 の 性 状 か ら 曹 青 石 は ARBRE 
上 井 の 位置 に , EDS ¢ CARARERSN, 後期 の 黒雲 母 が 同時 に そこ に 濃 集 し , この 
黒雲 母 が 消 散 し て , 倖 長 石 と の 交互 作用 の 結果 , 草 青 石 が 生成 し た も の で ある 。 後期 の 黒 
ZBEOWMs, 攻 青 石 の 一 部 に ある 黒雲 母 が 次 第 に 多 色 性 を 失 つ て 無色 圭 母 化し て いる こ 
と か ら 伺 うこ と が 出来 る 。 また 余剰 の 黒雲 母 が 攻 青 石 の 内 部 に 残 晶 と し て 残 つ て いる 。 
草 青 石 を ふく む 岩 石 の 一 部 の 黒雲 母 は , 多 色 性 が 弱く な り , 屈折 率 も 低く な る こと を 軸 橋 
三男 ! り , mie, 黒田 吉 益 - 山田 晴雄 3, 黒田 吉 益 が が 記載 し て る 。 

(2) 信 黒 雲母 一 スピ ビン ネル 一 草 青 石 一 灰 草 長石 岩 , 信 黒 圭 母 一 草 青 石 一 灰 草 長石 岩 

ABs, 灰白色 の 統 密 な 優 和 白岩 で あぁ る 。 こ の 優 白 内 の な か に 黒雲 母 , スピ ン ネ ル , BF 
Ai, 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 が 生じ て いる 。 

BET F IT FIAT Y TBBERULW SO 

SEG : An。g, An。。, ADgy を 示す 。 第 2 図 b, HB3NacmLRKFRESOMHO 
含み ミン グ ト ン 角 関 石 一 黒雲 母 一 斜 長石 片 麻 岩 の な か の ARAL, ANgg, Anjo, Ag, 
ANs,, Alley を 示す 。 

BBG : 第 3 図 d に 示し た 如く , find ABOKRERADBELOFE OBL, 或 は 周 
囲 の 斜 長石 の 形 を 切 つ て 曹 青 石 が 生成 せら れ て いる 。 ま た 草 青 石 は , 黒 圭 母 と 密接 な 関係 
を も つて いる 。 曹 青 石 …(-)2V=50°, 68°, 84°, @ = 1.560, Y = 1.576 で 極め て 屈折 
率 の 高い 昔 青 石 で ある 。 また 透明 で 新鮮 な 攻 青 石 と や ゝ 緑色 を 帯び た 草 青 石 は , 7 =1.595 
に 達し , 多 色 性 が ほとん ど な い 。 こ の よう な 屈折 率 の 高い 墓 青 石 に つい て は 既に 本 邦 で は 
Jen BE), 舟橋 三男 6) が 述べ 飯山 敏 道 ” MRA? が 実験 の 結果 を 検討 し た 。 


1) 舟橋 三男 : 地球 科学 , 5, 7~14, 1951. 

2) 加納 博 : 地質 , 55, 648~649, 1949; 地球 科学 , 2, 41~49, 1950. 

3) 黒田 吉 棒 , 山田 晴雄 : 東 教 大 地 讐 研究 報告 , 3, 185~195, 1954. 

4) Kuroda, Y. : Sci. Rep. Tokyo Kyoiku Daigaku, Sec. C, Geol. Miner. & 
Geogra. 44, WR 1956. 

5) Shibata, H. : Jap. Jour. Geol. Geogr., 13, 3~4, 205~227, 1936( 同 論文 

< 引用 され た Offret (Zeits. d. Geol. Ges., 40, 703, 1888.) の 測定 し た BHA(¢ = 

SA 三重 

6) 再 橋 三男 : IKE, 8, 31~61, 1948. 

7) liyama, T. : Jap. Jour. Miner. 1, 372~394, 1956. 

8) Miyashiro, A. : Amer. Jour. Sci. 255, 1, 43~62, 1957. 
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a: SERA REST SI 4) ORME 

b: @ 3A REEL 7374 > HOSES 

Ci @HRB—-REEI7TI4 OMB, BER7 oy} 

d: GRE ACY AV—-BBRYRAS 

e: PRR AU Y ALBA KURA RO ZUY AVOPER 
{ : @hhhia—-BeAAy oS 


& : Shia —eeo ARE RES FRR OM aE He 
同上 中 の カミ ング トン 角 関 石化 ( 左 ) 及 び カ ミン グ Y FAVA © REAR IE (5) 


v 


P\-MRA, Q- 石 英 。 Bi」- HR, Bi。- 後期 黒雲 


’ Bi, ¥ 曹 青 石 


の 生成 の 際 に 放出 され た 黒雲 母 , Bi- Was SRB, Mu- see, Co - 
Ewa, Chi- sea, Cu- カミ ング トン 角 関 石 (一 部 は 直 関 石 ) , He - 斜 方 環 
Bi, ラ - スピ ン ネ ル , Mt - REBRGK, BEDBRGK, FF v ROK, Tihe - F 7 v seeker 
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mek : 曹 青 石 と 常に 伴わ れ て いて , 灰 草 長石 岩 の 部 分 に は 見 られ な い 。 &> HO! 
い 黒 雲母 は , X = 淡 黄 色 , YZ = や ゝ 濃い 茶褐色 , 7 = 1.619~1:625, CeO 
Bas, X = ほとん どぶ 無色 , YZ = KE, Y= 1.620 と な っ て いて 部 分 的 に 無色 
雲 芯 に 変 つ て いる 。 黒 雲母 と 昔 青 石 と の 関係 は , 1 の 岩石 に 述べ た 如き 関係 に あつ て , 矢 
張り 黒雲 母 が 昔 青 石 に 消化 され た 如き 性 状 を 示し て いる (第 3 図 d)。 
スピ ビ ピン ネル : 曹 青 石 の な か に 包み こま れ て いて , し か る も 黒雲 母 と 密接 な 関係 を も つて 
いる 。 弄 雲 母 と 共 伴 する スピ ビン ネル は , © > RE CRES AY L BANC REESE, 
BERGE HY し て いる 。 黒雲 母 か ら 離 れ た スピ ビ ピン ネル は , 淡 緑 色 に な つて いる 。 BE 
母 が 交代 せら ちら れ て スピ ビ ピン ネル が 生成 し た も の と 差 えら れる 。 こ の よう な 現象 に つい て は , 
既に 野沢 保 ” が 予察 的 に 述べ て いる (第 3 図 e) 。 
RE, BRO: BSEBLUACYAVOBRLEMAICMAT SD. 
以上 に 示し た 造 岩 鉄 物 の 性 状 か ら , KERGSRERELN CHEB, LO#AROR 
DUCATI ES IT RMD (C OMDILABOSABRA-BESARGHMRE Fre 
は 含 カ ミン グ ト ン 角 関 石 一 黒雲 母 一 斜 長石 片 麻 岩 の 黒雲 母 の 多い 層 理 の 灰 草 長石 岩 の な 
か え の 延 長 方 向 に あたる 部 分 で ある ) が で き て 灰 草 長石 が 圧 砕 され , また は 歪 が で き て 周 
囲 の 黒雲 母 一 斜 長 石 片 座 岩 の な か の 黒雲 母 が , 圧 循 を な られ また は 人 歪 が で きた 和 斜 長石 の 部 分 
に いり こん で , 黒雲 母 が 再 結 晶 し , 斜 長石 と の 交互 作用 の 結果 , 黒雲 母 は 消失 し て 部 分 的 
に 無色 圭 母 化し , 攻 青 石 を 生成 し た も の と 老 え られ る 。 な に ほこ の よう な 昔 青 石 の 生成 せら 
れる 前 に 先駆 的 現象 と し て 矢 張 り 黒雲 母 が 交代 を られ て スピ ン ネ ル が 生成 せら れ た も の 
と 考え られ る 。 こ の よう な 曹 青 石 の 生成 機構 は , 曹 青 石 岩 の 生 じ て い る 灰 草 長石 岩 の 周 囲 
の 黒雲 母 一 斜 長石 片 麻 岩 の な か の BEES Y=1.642 を 示す に 反し 曹 青 石 と 共存 する 黒 
BER 7 = 1.619~1.625 で 更に 草 青 石 と 共存 する 無色 雲母 は = 1.620 と な つて いる 
, これ に 反し て 革 書 石 が 異常 に 鉄分 の 多い 324;5),6) と い は れる も る の に な つて いる 


HiRH-LAG AM RES AS また は ARES 


RES, KBR OBERDBZW? > BWROR RAC, 片 理 は いち じ る し く な い 。 MAN 
に 黒雲 母 が 密集 し て いる 部 分 が ある 。 

Aas, BHA (31.496), FBR: (29.896), 石英 (30.396) , BH (7.196) Ree 
Beer, Regeek, BLUY Vay (5.3%), BAA (3.5%), Hiv7 > vMRABLVUE 
BAG (2.496), PBB EURIED (0.2%) と な つて いる 。 

構造 は , TIS T IAF Y 7d FIRE EAT o IRERRHEO ML, 倖 
長石 , SHHZACHRBALRY, 他 は 細 北 な 石英 , BARA, 黒雲 母 が 基質 の 如く 斑 状 残 
卓 の 開 を うめ て いる 。 曹 青 石 は 眼球 状 構 造 を 示し て いる 部 分 に 多い 。 


) BIE: ATHY, 1956. 
) BR : Bek, 40, 133~38, 1956. 
) Shibate, H. : Ait, 1936. 

) 舟橋 三男 : BH, 1948. 

) liyama, T.: pit}, 1956. 

) Miyashiro, A. : 前 出 , 1957. 
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SIE : ANgy, ANgy, ANgy, ANg:, ANze, ANgy, ANgs FAL, ANg ASO 成分 の 
b ODFRELD WZ. HERBAOMRAO Zils, ME CAMKORSES AAL 
ん で いる も の が ある 。 

Bey : BES, 細 粒 で 黒雲 母 片 麻 岩 な ど が ミロ ナイ ト 化 し た と き に 産 す る 黒雲 母 
と 似 た 細い 鱗片 状 の 形 を し めし て いる も の が 多い 。 和 倖 長 石 の 項 で 述べ た 如く HRBRO 
斜 長石 に 包み こま れ た 黒雲 母 (前 期 黒雲 母 ) の 外 に 和 倖 長石 を と り ま いて いる 黒雲 母 (後期 
Bee) お よび 曹 青 石 の 生成 の 際 に その 内 部 に 放出 され た 残 呈 と し て の 黒雲 母 が ある 。 こ 
の 産 状 を 異 に た する 黒雲 母 の 品 出し た 時 期 は (1) OBBCARKLARO 関係 に ある も の 
L#26nS, BEE: X = 淡 黄 色 , YZ = チョ コレ ー ト 色 , Y= 1.647~1.653. 

石英 : SRAPKRGOM TITIES So MAL CRE CH So 
BBA: B38 cR LRM BRA, AREMRABOFETA SEK Amst 
られ て いる 。 MRAPERRMBO BMI, PHODBRMIOKAABCE THOT, この 割 
目 に 治っ つて 斜 長石 が 部 分 的 に ソー シル ト 石 化し て いる 。 こ の 割 目 を 切 つ て 董 書 大 , NO 
Ak, 斜 長石 お よび 後期 黒雲 母 が で き て いる 。 こ の よう な こと は , PRGHRAROCR 
後 の 運 動 に よ つ て 和 倖 長 石 は 斑 状 残 晶 と な り , 部 分 的 に この 残 品 の 位置 に 昔 青 石 が 生成 し , 
基質 の 如く 見 られ る 小粒 の 石英 , 斜 長石 , 後期 黒雲 坪 は この 運動 に 支配 も られ て 生成 せら 
れ た も の と 考え ちら れる 。 華 青 石 の 周囲 は 後期 まで 運動 し た この 黒雲 王 が 濃 集 し て いる 。 
前 に 述べ た (1) お よび (2) の 岩石 と 異 つ て 黒雲 母 が 消 散 し て 無色 圭 母 化す る 現象 は 見 ら 
れ な い 。 ZBRAO RAIL, や ゝ 粗 粒 な 黒雲 母 が あぁ つて, 攻 青 石 の 生成 に 使わ れ た 穫 期 の 
RAORBSESARULANTI > KBOTHSIOLBALNS (第 3 図 g)。 この こと 
は 黒雲 母 の 供給 の 十分 で あつ た こと を 示し て いて , €—- FR EDCHERG ZL BERRA 
状 に 濃 集 し て いる こ と が 知ら れる 。 この よう な 事実 か ら 後期 黒雲 母 の 濃 集 する こと が 董 
青 石 の 生成 の 場 を 作 つ た も の と 考え られ る 。 

斜 長 石 斑 状 残 品 に 見 られ る ソー シル ト 石 化し た 割 目 の 延長 線上 の 大 部 分 の 倖 方 殖 石 が , 
カミ ング トン 角 関 石 (部 分 的 に 直 図 石 ) お よび 緑 泥 石 に な つて いる 。 し た が つて , この ょ よ 
うな 人 稚 長 石 夷 状 変 唱 の 形成 後 の 斜 長石 に 割 目 を 生ずる よう な 運動 は , BBG, Div 7h 
ン 角 隊 石 , 緑 泥 石 を も 生成 する よう な 運動 で ある る こと は 明らか で ある (第 3 図 h)。 LOH 
石 で は 草 青 石 が 緑 泥 石化 する よう な 現象 は 見 られ な い 。 BBG: (-)2V = 58°, 62°, 
69°, 73°, 74°, 77°, 87°, @ = 1.566, Y= 1.571 CHAPRORB ICBO BEGY 2,94) 
で ある 。 

BERR, BERS - 何れ も 散 点 し て いて , BREETSOO, し づく 状 を 示し て 鍋 状 
化し て いる も の が ある 。 MELOY THHCHS. 黒雲 坪 の 周辺 部 に 濃 集 し て い 
る こと が ある 。 ま た 黒雲 母 が 部 分 的 に 消 散 し て 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 が あと に 残 つ て いる こと 
が あぁ ある 。 黒雲 坪 の 消 英 に 伴 つ て 硫黄 交代 作用 3) が 行わ れ た も の と 考え られ る 。 

ジル コン : 早雲 母 と 密接 に 関連 し て いる も の , ある い は 単に 裸 出 し て 他 の 舗 物 に 包み 


1) Shibata, OSC 
2) P=: 前 出 , 1948. 

3) liyama, T. : ARH, 1956. 
4) Miyashiro, A. : 前 出 , 1957. 
5) 22542 : 前 出 , 1956. 
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こま れ て いる も の と が ある 。 

HABA : XX, Y, ZZ = 淡 黄 色 で 多 色 性 が な い 。(-)2V = 56°, 71°, 76°, ty=1.710 
~1.715。 

カミ ング トン 角 関 石 : XY = 明る い 淡 黄色 , Z = RB, c 人 Z = 14°,. (4)2V 
= 62°, n, = 1.645, 

tHE: 節 状 構造 を 示す 。 BEL MIMEL RES, BOR, BREA LS 
いる 。 n= SS 

緑 泥 石 : 斑 状 残 品 の 和 斜 方 煙 石 の 部 分 が 緑 泥 石 化す る 。 淡 黄 緑 色 で 鱗片 状 を 示し て いる 。 
以上 に 述べ た 造 岩 鉄 物 の 性 状 か ら こ の 岩石 の な か の 工 青 石 は , 後期 黒雲 母 の 十分 な 供給 
の も と に , 倖 長石 斑 状 残 晶 の 圧 砕 に よ つ て その 部 分 に 間 青 石 が 生成 され た も の と 考 えら れ 
Bo 


4, £ 窒 

DEC 述べ た 含 昔 青 石 一 黒雲 母 ミ グマ タイ イト, 含 黒 圭 母 一 ス < ビン ネル 一 難 書 大 一 灰 草 
長石 岩 ま た は 含 黒雲 母 一 曹 青 石 一 灰 費 長石 岩 , Aha SAAtHO BES HR 
岩 ま た は 含 曹 青 石 一 斜 方 輝 石 一 黒雲 母 片 麻 岩 の それ ぞ れ の 岩石 の な か に ふく まれ て いる 
SRA, 斑 状 残 品 斜 長石 あるいは 斑 状 変 品 斜 長石 の 形成 末期 に 偏 圧 に よ ょ つて , SEAM 
歪 を うけ る か ある い は 圧 砕 さ れる と いう 現象 と この 運動 に 任 つ て 品 出 し た 後期 品 出 の 黒 
雲母 が 濃 集 する と いう 現象 と が 相互 に お こつ て 生成 され た も の と 考え られ る 。 

攻 青 石 が 偏 圧 を 前 提 条 件 と し て 後期 まで 運動 し た 黒雲 母 が 濃 集 し て 生成 され る こと は 
注意 せら る べき こと で ある 。 そ し て こ ゝ > に 述べ た 講 岩 石 に つい て は , SRAORRER F 
た は 斑 状 変 晶 の 存在 すべ き 位 置 に 斜 長石 に 代 つ て 曹 青 石 が 生成 せら れ て いる の で ある 。 
し た が つて 革 青 石 を 生成 する よう な 成分 の 運搬 者 の 一 つ は 直接 的 に は 偏 圧 に 伴う 後期 黒 
雲母 の 上 品 出 に よる る の と 考え る こと が で きる 。 

斜 長石 が 交代 せら れ て 攻 青 石 が 生成 せら れる こと は , 既に エス コラ リリ BRL, ABE 
和男” は 南部 日 高 整 に お いて 予察 的 に 明らか に し て いる 。 ま た ABE WIC BL CHB wie 
草 青 石 が 生成 すら れ て いる 事実 を 加納 博 3) が 明らか に し た 。 阿武 隈 山地 に お いて Ree 
2% REY, BSH? が 石英 図 緑 岩 の 圧 砕 た に たよ つて 黒雲 母 の 多量 に 有する 岩石 が で 
き , 曹 青 石 が 生成 され る 事実 を 観察 し て いる 。 

本 稿 で 述べ た 講 岩 石 の 産出 する 地域 は , 南部 日 高 変成 帯 に お いて る も 比較 的 西側 に よ つ た 
BAC, 変成 の 初期 か ら 多 少 の 例外 は ある が 常に 偏 圧 を うけ て いた 地域 で ある る 。 こ の よう 
な 地域 に 昔 青 石 が 見 出さ れる こと は 注意 せら れ ね ば な ら な い 。 

変成 岩 の 造 岩 鉄 物 と し て 莉 青 石 は , 多く の 場合 , 攻 青 石 を 含む 岩石 の 生成 され る 時 期 の 
比較 的 末期 に 生成 され る も の と し て 観 察 さ れ , 変成 過程 に お いて , 特異 な 現象 と 考え られ 
て きた も の で ある 。 
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含 曹 青 石 変成 岩 類 に つい て , 特に 検討 が お こ な わ れ た の は , BCs, 7ivzy 


F128),4) ヌス ェ ー デ ン ) 英 本 国 西 南部 8); カナ ダ 8), 西南 部 オー スト ラリ マヤ 9 の RE 
で ある 。 本 邦 で は , MBAR, 北上 山地 1)。 阿武 隈 山地 21314),15),16) yey 
Hh27),18),19) な どの 地方 で ある 。 


Nb ORM KW COBRA OEM LC BR SNK ERIC 加納 博 


が 概括 的 に 述べ て いる 。 


の 示す 如く 一 種 の 塩基 性 化 作 用 で あぁ つて , 後期 迄 運動 し た 黒雲 母 の 濃 集 と 消 散 と が 含 草 青 


本 地域 の 前 に 述べ た 如き 華 青 石 の 生成 され る 現象 は リー ノル ド ?0), ラン ベル PD & 


石 召 の 形成 に 一 つの 重要 な 役割 を し た も の と 考え られ る 。 尚 , この よう な 事実 が 南部 日 高 
変成 帯 の 形成 の 如 伺 な る 時 期 に くみ いれ ら る べき か と い 3 う 3 問題 に つい て は 今後 十分 検 対 
せら れ ね ば な ら な い 。 
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Gneisses at the Saruru river district in the southern 
Hidaka metamorphic zone, Hokkaidé. 


外 崎 - jz (Yono Sotozaki)* 


Abstract: The gneisses of this district are classified, according to 
the structural views, into three main types as follows: 1. banded gneiss, 
2. gneissose migmatite, and 3. schistose rock. The general trend of the 
rocks is NW-SE and the dip is 40°~60° NE. The banded gneiss occurs 
as a narrow belt along the marginal zone of the cordierite migmatite 
mass, while the gneissose migmatite and the schistose rock occur in the 
migmatite area. The banded gneiss and the gneissose migmatite are com- 
posed mainly of medium- to coarse-grained metamorphics such as biotite 
gneiss, garnet sillimanite-bearing cordierite muscovite biotite gneiss, kali- 
felspar biotite gneiss, tourmaline-bearing muscovite biotite gneiss, and 
silimanite muscovite biotite gneiss, etc. The schistose rock is dark 
brown, and shows schistose or hornfelsic texture. It is composed of fine- 
grained quartz, plagioclase, and biotite, containing muscovite, kalifelspar, 
and rarely garnet and tourmaline. In this paper, the results of volume- 
tric relation of chief mineral constituents and plagioclase twin method 
ate described and mutural relationships of the rocks are discussed. 


Dee wn DY ee 

日 高 帯 の 北部 ・ 中 部 地域 に お いて 日 高層 群 は 山脈 中 軸 に 向い ホル ンプ フェル スー 片 状 未 
ルン フェ VA—SRA RS A CEL, 片 麻 岩 は つい に 塊状 な 昔 青 石 ミ グマ タイ ト に 移 過 
する こと が 明らか に され て いる リリ 。 HED TAMAS SE CAM PHS CBRE OS 
まり , それ ら は ミグ マタ イト 化す る も る の と 思わ れ て いた 。 し か し 日 高 帯 南端 猿 留 川 地方 で 
は 変成 帯 中 心 部 に 位置 する ミ グマ タイ ト 域 に お いて も な お 片 麻 岩 類 が か な り の 規模 で 存 
FEL, それ ら は ミグ マタ イト 化 作 用 の 過程 に 差異 の ある こと を 知り 得 た の で ここ に その 大 
BERET Bo 


2. 片 麻 岩 類 の 分 布 と 名 称 
猿 留 川 地方 に は ミグ マタ イト 類 と 変成 岩 類 と の 分 布 が 卓越 し て いて , 日 高 変 成 帯 東側 の 
特徴 を よく 現 わ し て いる 。 こ こ に 述べ る 片 麻 岩 類 は 構造 的 に , 1) ホル ン フ ェ ルス 帯 か ら 
移 過 する る も の ( 幅 300~500m), 2) 曹 青 石 ミ グマ タイ ト の 岩 帯 中 に 分 布 す る も の ( 幅 0.5 
~lkm), 3) 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト の 岩 帯 中 に 分 布 す る も の ( 幅 50~100m) © 3 型 に 就 い 
て で ある (第 1 図 )。 これ ら の 片 麻 岩 類 の うち , 1) と 2) と は いま まで も し ば し ば 記載 さ 
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ELH, 橋本 誠二 : 民 科 地 団 研 専 報 , 6, 1-38, 1951. 
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第 1 図 南部 日 高 帯 猿 留 川 地 方 の 地質 図 
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1. 沖積 層 , 2. RVY 7x WA, 3. PRRVY Tz VA, 4. BRAS 
$5. 有 序 麻 岩 質 グマ タイ ト 。 & BREST 3IT), 7 花岡 岩 賀 ミグ マタ 
4}, 8 Fikes, 9. 断層 


AUCH PEMY, 3) WHY TAT OAR me ¢ BS?) QR Tz VALBLE 
も の で ある 。 本 文 で は 各 岩 帯 を , 1) RRA RS, 2) 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト , 3) PORE 
と 称し て 述べ る こと に する 。 各 片 礎 央 類 に お ける 片 理 面 の 一 般 走向 , BENE N30°~50° 
W, 40°~60°NE を 示し , ミグ マタ イト 帯 の 外側 を と り ま くく ホホ ルン フェ ルス 帯 の それ と 
Gio 


3. 編 状 片 麻 岩 の 性 質 
縮 状 片 麻 岩 帯 と ホル ン フ ェ ルス 帯 と の 中 間 に は 片 状 ホル シン フェ ルス 帯 が 見 られ , KE 


1) 舟橋 三男 ・ 猪 木 幸 男 : 5 万 分 の 1 地質 図 幅 幌 泉 及び 同 説明 書 , 1 へ ~64, 1956, HAR 
幸男 ・ 奏 光男 : 5 万 分 の 1 地質 図 幅 波留 及び 同 説 明 書 , 1~28, 1956, 青 橋 三田 , 橋本 
誠二 , VIF, TARE, 外 崎 与 之 , 木崎 甲子 郎 , 広田 正 一 , ARB SEAR: 地質 , 62, 401 
~408, 464~471, 541~549, 1956, SHIRF-5-% : HVE, 62, 114~115, 1956. 

2) PHeReZ : 地質 , 62, 449~463, 1956. 
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帯 の 滴 移 関係 が 野外 に お いて も よく 観察 する こと が で きる 。 各 岩 帯 を 通し て 片 理 面 の 一 
IER), 傾斜 は ほぼ 等 し い が , し か し 片 状 ホル ン フ ェ ル ス 帯 か ら 片 麻 岩 帯 に 移 肌 する と き 
に 両者 の 片 理 面 走向 は と き に 倖 交 する こと も 見 受け られ る 。 BRA RSI L THB 
ie CHSM, 2ORMYCOPRAVY 7 = WV ス 帯 に 比較 的 に 近い 部 分 で は 方 向 性 の 強い 
KRGMM BAYS ROEM, 革 青 石 ミ グマ タイ ト 帯 に 近づく な ほど 畑 灯 に な り , FANS be 
質 光 沢 が 強く 百 ・ FROM ATR AS ARICA DN ABRIL BS 

納 状 片 麻 岩 は 概して 統 密 な 岩石 で その 片 理 面 に は 偏平 な 黒雲 三 の 配 列 に よる Sea 
認め られ る 。 鏡 下 で は 各 造 岩 鉱 物 が 何れ も 特定 の 方 向 に な ら び , 黒 圭 母 ・ 白 雲母 に 宮 む と 

CSEZLWOMAL ABRIL TOS SMR LU H 次 の も の が あぁ ある 。 


@ =o em | ARGOR-MES, LeceRe, 2)EG 
| Mimo ohm | APE —RER— BRE —y vy 2m _—geet 
成 | Rk ek 物 | Seam —eeo—se 


| 


(ai!) 1. 黒雲 母 片 麻 岩 , 2. カリ 長石 黒雲 母 片 麻 岩 , 3. 含 電気 石 一 白雲 母 黒雲 母 片 族 
=, +. 信和 八方 角 尊 石 一 曹 青 石黒 雲母 片 麻 岩 , 5. So -PeeHeS RES RE, 
6. 22R6-ESARSERESH RE 


BAK Peart CREE ARES DERANTOBR, BBALST7 TI 4 } BCR 
(EOC AY eG - Se - PR « Bee es 現われ は じ め る 。 これ と 平行 し 
主 成 分 鉱物 の な か で る も 量 的 に は 斜 長石 が 減少 し , BRE 白雲 母 と が 増加 する 傾向 が あ 

2 図 )。 MRAS MARRS Clix 0.2mm か ら 0.4mm, Me RE 0.5mm か ら 
1.0mm OfbBRORE RE EL RR 
造 が 全く 認め らち られ な い 。An9 25~30 第 2 図 纏 状 片 麻 岩 の 鉱物 容量 比 (%) 
で あぁ る が 粗 粒 片 麻 岩 の 斜 長石 ほど An A 0 0 o 6 100 
RAISCAARSS, BEB 01 : 
mm か ら 0.5mm の AGRE 示 
L, ぶ - 黄 色 , Y- 福 色 , Z- 濃 赤 福 色 の 
多 色 性 を 呈す る 。 BRR 
CL THON SEME ERB (4B 
0.2~0.5mm) 2945 WENIIs 
AALS OD EVER < Bon So A 
SRS CHALE RICA aie 2 Vee, 3. Bae, 
a と も ある 。 電気 石 は 細 粒 片 a Pee, 5. 白雲 母 , 6. BG, 

に お ける 黒雲 母 と 白雲 母 と に 障 伴 7. FB 

“SE akin 柱状 (0.05mm とき A: ABAD RR, Bo: 粗 粒 片 麻 岩 
に lmm)#2L, X- 帯 緑黄色 , Z- 帯 
褐 線 色 の 著しい 多 色 隆 を 示す 。 医 青 石 は 円 形 ( 径 0.2mm か ら 0.4mm) 或 は 紡 舞 状 を 量 
する 。 新 解 な 結晶 が 多い が , 三 連 品 は 認め られ ず , また ある も の は 結 品 体 の ほとん ど が 経 
泥 石 ・ ゼ ナイ ト ・ 白 雲母 に 変質 し て いる 。 垢 線 石 は 淡 緑 色 針 状 結 晶 を 量 し 稚 長 石 結 品 
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DPC BE:  PROKO Bae PEW Mb BRL CET So 


4, 片 麻 岩 質 グマ タイ ト の 性 質 

片 麻 岩 質 ミグ マタ イト 帯 は ミグ マタ イト 域 に 発達 する 東西 方 向 の 断層 で 切ら れ な が ら 
も , その 衝 び は ミグ マタ イト 帯 の 志向 と 一 致し て 分 布 す る (第 了 図 ) BRE BRA 
麻 岩 か ら 構 成 さ れ て いる が , その な か で る BEE BU AAPA RU MRS & PIE 
沢 を 有する 粗 炒 部 分 と が 複雑 に いり まじ り , と き に は 粗 炒 片 麻 岩 の 片 理 に 治 つ て 幅 数 mm 
が 塊状 化し て 曹 青 右 ミ グマ タイ トト 人質 に な る な ど BAALOBL I ER RBO 10 
て いる 。 な お 本 岩 帯 の 粗 灯 部 分 に は , 野外 で る 明らか に 見 出さ れる 程度 に 理 線 石 と 曹 青 石 
と が し ば し ば 大 型 次 状 変 唱 と な つて 産 す る 。 Aa LC 細 灯 な も の が Hee 
BUSM, HAZ) OV ERR PRC RO CWS また 岩 帯 が 幅 狭 ぐ な る 部 
(SEB EVE) Cle LIZ LAPEER RVEAIERHD 5M, BAL XC MUR hv 
フェ ルス 状 と な り , あと に 述べ る 片 状 岩 に 類似 する も の が ある 。 BRBMEBR TREO 
それ と ほぼ 等 し ぃ が, RACER - BPHEOKHMMASENTHY, Frew S 
り 粗 粒 に な つて いる こと な ど が 注目 され る 。 皇 な 岩 型 に 次 の る の が ある 。!. SHA 
BS he, 2. 含 電気 石 一 坦 線 石黒 雲母 片 麻 岩 , 3. SEMO-RESHRE, 4. ヵ 
リ 長 石黒 雲母 片 麻 岩 , 5. 白雲 母 黒 雲母 片 麻 岩 , 6. SHA-BESHRS, 7. Shea 
ERA -BSoAZSSRESHRS, 8. BROASSRESHRE 

SRR ES S| PBC T SHR REO FBV O THBHELIZDO CHASER, 
その 規模 は 数 cm の こと も あり , また OMY EKBEEMAR—RMCMRELASIL 
も ある 。 こ の よう な 部 分 の 岩石 に は 節理 の 発達 が 目立ち , 一 見 草 青 石 ミ グマ タイ ィ イト に 類似 
し て いる が 局部 的 に は 片 麻 状 組織 を 久 め る こと が 多い 。 EMA: BRAO AZPERER 
は 粗 粒 化 の 完全 な 岩 相 に は 認め られ ず , むし ろ 片 麻 状 組織 を 留め る 部 分 に よく SBxn 
So 岩石 は 青 灰 色 を お びる 粗 粒 塊状 岩 で あぁ る が , BHATT TIT PIERRE BR 
か く な つて いる 。 構成 鉄 物 は 本 岩 帯 の 片 麻 岩 質 部 と ほとん ど 差 が な く それ ら は 寄木 状 に 
組合 つて いる 。 主 な 岩 型 に 次 の も の が ある 。 1. BBBH, 2. VIRGRESE, 3. 


ASR Sie, 4. SA -LPoRESRESS, 5. SHEE Res 
6. 含 東 線 石 一 革 青 石黒 雲母 岩 。 

片 麻 咽 質 ミグ マタ イト の 各 岩 型 は 鉄 物 組成 で は ほぼ 等 し い が 量 的 に 多少 の 征 異 示 認め 
られ る 。 す な わ ち 粗 粒 片 麻 岩 と その 塊状 岩 と は 細 粒 片 麻 岩 に 比べ , MEL CHER BES 
が 少 い の に 対し る リ 長 石 ・ 石 英 ・ 白 雲母 な ど が 増加 し て いる (第 3 図 ) 。 また 細 尊 片 麻 岩 に 
は 電気 石 と 煙 石 (まれ に 角 際 石 に 変質 ) と が 含ま れ て いる が , MEH REE tOH REL 
に は これ ら を 欠き , 針 状 理 線 石 と 昔 青 石 と が より 広く 認め られ る 。 SER WERE 
0.2mm か ら 0.5mm, ‘hee RRL 塊状 岩 と で は 0.5mm か ら 1.0mm の 他 形 結晶 で 
HOM, 粗 粒 岩 石 に 見 られ る 大 型 結 晶 は 自 形 性 水 強 く な る 。 各 岩 型 と も An 27.33 を 
し まれ に 泉 帯 構造 が 認め ちら れる 。 黒 雲母 は 0.2mm か ら 0.5mm の 不定 形 結 品 を 呈し B 
必 石 ・ ジ ルコ ン な ど を 多量 に 包み こむ 。 X- 帯 宰 黄 色 , マ - 赤 褐色 , ZZ- 濃 赤 福 色 の 多 色 性 
CART OMT RAO RETA TACOS 石英 は 間隙 充 才 結晶 と し て 現われ 
る が 何れ も 強く 波動 消 光 を 行う 。 電気 石 は 柱状 も し くわ 円 形 を 示し 昧 雲母 に 附 随 する 。 
小型 結晶 (0.05mm) は X- 淡 黄色 , Z- 柴 色 を 示す が , や や 大 型 な 結 品 (0.2mm) は ベ X- 淡 
KG, CT RREOSEREAT S BHAING(E 0.5mm) も LC DHHRBIR(1-0Omm 
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x0.5mm, と き に 3mmx2mm)? 
し , 結晶 体 の 多く が ビ ナ イ ト ・ 緑 泥 石 
・ 再 圭 母 に 変質 し て いる 。 SHEAH 
斑 状 変 品 は 暗 緑 色 を お び 卵 形 , BOR (EE 
fem) +1, .& sie 7omxscom ~ 
BLS AMD BS, VY=1.563. £ 
BRAS Rie EPR tds & BUS CLA 
長石 結晶 体 の 中 心 部 (0.1mm か ら 0.3 
mm 範囲 ) に 黒雲 母 ・ 鉄 鉄 の 微 品 を 伴 
いな が ら 群 集 す る 。 ま れ に 和 倖 長石 結 品 
体 間 に い が く り 状 に 密集 する も の も あ 
bo ERAAKBERE mle RAW 
し は 淡紅 色 を お びる 自 形 性 の 強い 正方 
柱状 結晶 (3cm x 1cm) を HL, と き 
に 5cm x3cm (単品 ) に 達する も の る も 
Boe o. t= 1.664.18= L671 Y=1.68 
4,-2V(+)=31% 


第 3 図 ARBR 7371 OS 
物 容 量 比 (%) 


== | 

2 0 = bie 66 
1 SRA, 2. カリ 長石 7 3. BH, 
4. RES, 5. ASS, 6. Aha 
7. ava, 8. Bie, 9. geek 


A: RA PRE, Bs MR RARE tS 
の 塊状 岩 


花 賠 岩 質 ミグ マタ イト の 岩 帯 域 に は 片 状 岩 が か な り の 長 さ に 廷 び て 分 布 す る が その 詳 


5. FH 状 岩 の 


性 Bt 


し い 和 形態 は 不明 で ある 。 片 状 岩 の 一 般 走 向 , ASEAN RRA RES RSE ミグ 
マタ イト の それ と 一 致す る が , 本 岩 は 黒 灰 色 を お び 概 し て 粒度 が 細か く な つて いる 。 片 状 
岩 に は 幅 1mm 前 後 の 優 自 質 脈 が 規則 正しく 片 理 に 沿う RB E 片 状 ホル ン フ ェ ルス 
質 な 細 尊 統 密 な 岩石 と か ら 構成 され て いる が , 両者 は AGO 5 SITY WBTSZIEMBD 
Bo 片 状 ホ ルン フェ ルス 人 質 な 岩石 に は 一般に 膨 縮 する 優 白質 脈 が 黒雲 母 の 並行 配列 に よ 
る 片 理 と は 関係 な く 網 状 に 拡 が つ て いて 締 状 を 示さ ぬこ と が 多い 。 こ の 優 白 質 脈 は 幅 3m 


m Ares nic 2cm に 達する こと も あつ て 脈 は ] 


UWF 4 TTT 4 TRE EI OLBHSS 
電気 石 と 白雲 母 と が 伴わ れ ;, BAK LIE LIERIEAEPHILMAYM5NS Fre 
状 岩 の 岩 帯 周縁 部 で は 幅 十 数 本 が 細 粒 均質 な 塊状 岩 に な つて いて , そこ に は NS- 上 EW 方 
向 の 飾 理 る 発達 し て お り , 岩石 は 周り の 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト に 移 過 する こと が ある 。 


組成 お よび 岩 型 に 次 の も の が ある 。 


甘 岩 の 片 理 構造 を Mor), 


と き に は 激 
な お この 種 の 脈 が 密集 する と ころ で は 


同 状 岩 は 鏡 下 で は 片 麻 岩 構 造 や し くわ ホル ン フ ェ ルス 状 構 造 を 示し て いる 。 ERM 


ge | MRA KH 
2) wma km 角 関 石 ご ラル コン 
成 | BR Oh wm Beas 


斜 長石 一 石英 一 黒雲 母 , 


‘a 
mH 


どき に 百 雲 坪 , カリ 
RK GSK 


1. RES ka, 


2. A KERSE Ka, 


BSAA 2) RAAZERERH KA 
ML REID SRR RAGED 5 KBEE BU SMR a THOM, と き に 


3. Shea REST Ka, 
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不 規則 方 向 に 発達 する 優 白 質 脈 の 残存 が 認め らち られ た り , 或 は 黒雲 母 の 並行 配列 に よ つ て か 
すか に 片 理性 を お びる も の な ど が ある 。 構成 録 物 は 片 状 岩 と 同一 で あり , それ ら は ホル ン 
フェ ルス 状 構 造 に 組合 つて いる 。 主 な 岩 型 に 含 栃 樹 石 一 黒 圭 母 岩 と カリ 長石 黒雲 母 岩 と 
が ある 。 

片 状 岩 に は 片 麻 岩 質 ミグ マタ イト に 和 観察 され た 玉 線 石 ・ 昔 青 石 の 大 型 北 状 変 唱 は 勿論 , 
SUR RAIS) よく 見 出さ れ た 針 状 江 線 石 や と NMBA LICE Th 認め る こと が で 
き な か つた 。 細 粒 岩 に は と き に 電気 石 と 角 関 石 と が 含ま れ て いる が ME ABH 
め ら れ な い 。 ま な た 主 な 構成 鉄 物 は 各 岩 型 と も 等 し い が そ の 量 比 に 就 い て 見 る と , 細 粒 片 状 
岩 と その 塊状 岩 と で は BRAAKCKAARA - 7) RAM CoC 石英 が 少く な つ 
て いる (第 4 図 ) 。 SEB 0.2mm か ら 0.5mm の 他 形 粒状 結晶 を 量 し BEELER <6 

An % 26~33 で あぁ る が BRE CIE 

BAR 片 状 岩 の 鉄 物 容 量 比 (%) An 成分 が 低下 する 傾向 が ある 。 早 

雲母 は 0.2mm FiO HEE 
示し 包 か 物 に 逐 し い 。X- 黄 色 , Y- 
ta, Z- 濃 福 色 の 多 色 性 を 示す 。 石 
ZEUS 粒状 結 品 ( 径 0.2mm か ら 0.4 
mm) と し て 現われ 波動 消 光 が 強い 。 


6. FRSROSRERE 
ARES の 倖 長石 双 卓 を 牛 来 正 
RO “MGR” に 基き その 頻度 と 
C 双 唱 型式 と に 就 い て 述べ る 。 


i Bs a 9a) , . Ae, 

4. 黒雲 母 , 5. ASR, 6. 鉄鉱 Rasa: 片 麻 岩 質 ミグ マタ イ 
A: 細 灯 片 状 岩 と その 塊状 岩 ト に お ける 細 粒 片 麻 岩 と 粗 粒 片 麻 岩 
B: kee 


と は C-RGRSARE (0~396) が 類似 し 
て いる の に 対し 塊状 岩 で は じ C- 双 品 
が 2% か ら 10% OHMS HD, と き に 1696 に お よぶ も の る も 見 受け られ る 。 EM 
HARES Clk A- 双 品 が 少く MELB CHZOK, MRA RSL その 塊状 岩 と で は むし 
A A- 双 品 が 優勢 に な つて いる (第 8S 図 ) 。 締 状 片 麻 岩 と 片 状 岩 と に は C- 双 品 頻 度 (0~ 
396) は 粒度 に よる 差異 が 認め られ な い が , 単品 と A- 双 品 と の 間 に は BAR MNCS 
ほど 単品 が 少く A- 双 品 が 増加 する 傾向 が ある 。 各 片 麻 岩 類 の 斜 長石 に は 全般 的 に C- 双 
卓 が 少く 和牛 来 正 夫 の いう 座 成 岩 型 に 属す る こと が 明らか で は ある が , 片 麻 岩 質 ミグ マ 
タイ ト に 伴わ れる 塊状 岩 に は CRAM -P-PH ML CWSI LIEB ANS (BOR), 

C- 双 品 の 型式 : FRASER CMe MOE (II 型 ) ・ 複 雑 双 品 (11I 型 ) お ょ び 透 
和信 双 上 唱 (TV 型 ) に 分 類 し た と ころ , WL 111 型 と が 主 な 組合 せ で あり IV 型 は ほとん さ ど 
認め られ な か つた 。 な お 1I 型 と 11I 型 と に 就 い て は , MHRA LB Bee 


1) ORAS ENICEPRE RAR DAAYD 6 NSD MARIO COREL 
で お XS 

2) 牛 来 正夫 : 地質 , 56, 441~443, 1950. 

3) Gorai, M.: Am. Min., 36, 884~901, 1951. 
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ASR WRBRS 794 }OMBAIC BY SME (U), A- 双 品 (A), 
C- 双 上 品 (C) の 割合 


© : HURL RR, © : MELA Rea, @ : 塊状 岩 


第 6 図 片 麻 岩 類 の 和 斜 長 石 に お ける 単語 (U), A- 双 卓 (A), C- 双 品 の 割合 


O : RAKE, @: HRABT7VI4 +, ©: hike 
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占め る が , 過 石 が 粗 灯 に な る と 両 型 の 関係 が 同一 の 割合 を 占め る か 或 は 111I 型 が 優位 を 占 
め る 傾向 に な る 。 また C- 双 品 個 体 を 注意 する と , その 双 品 接合 面 が 何れ も 堂 純 な 線 状 を 
RL Cw CHEESY が 報告 し た 攻 青 石 ミ グマ タイ ト の 結果 に 類似 する (第 7 図 )。 


1 へ ~4: SERA, «579 : 片 麻 岩 賀 ミ グマ タイ ト , 10012: PRE 


7. 片 麻 岩 類 に お ける 相互 関係 

Ree BUCA RS, 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト お よび 片 状 岩 が ほぼ 等 し い 走 向 , A 
を 示し 帝 状 に 分 布 す る 。 各 岩 帯 は 何れ も 黒雲 甘 片 麻 岩 を 基本 と し て お り , か つ そ の な か の 
粗 粒 岩石 は 細 尊 岩石 に 比べ 斜 長石 の 量 が 減少 し 石英 が 増加 する こと な ど 氷 共通 し て いる 。 
し か し 各 岩 帯 に は 多少 の 差 も 認め られ , その 主 な も の と し て , HRBAS TT ITP LS 
状 片 麻 岩 と は 岩 質 が 種々 の 点 で 類似 する が , EERE, EGO AMEE RS AICI 
て 見 られ る に こと, EKA RSEMISCUAEERORRERLEWOSZ と な ど が あげ ば ら 
れる 。 こ の こと は 鉄 物 容量 比 か ら も , HORA RRL RRS ミグ マタ イト と は 類似 竹 が あぁ 
る の に 対し , FIR LAO ARE Ic HY し て いて 人 告 長石 に 富み , Get, BRIS 
し い 傾 向 が 見 られ る こと か ら も 伺わ れる (第 8 図 ) 。 同様 な 関係 は ARE SOMECH 
いて る も 認め られ る 。 

締 状 片 麻 岩 帯 は HVT SO WWE L < Bev> = EB 日 高 変成 帯 東 側 の 1 特性 と も な つて 
WOM, これ に 関連 し た こと は か つて 多く の 人 々 に よっ つて 問題 に され た こと が ある 9。 本 


_ 
~~ 


外 崎 与 之 : ATHY, 1956. 
討論 会 記事 : 地質 , 56, 206~207, 1950. 


to 
— 
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S88 片 麻 岩 類 に お ける 石英 ・ カ リ 長 石 一 斜 長石 一 有色 鉱物 容量 比 


Qt-Kt 


Pi ‘a 
Qt-Kf: 石英 ・ カ リ 長 石 , Pl : AEs, Mi: BER—A2SS-EA 
( 角 阿 石 ) 一 攻 青 石 一 球 線 
O: 締 状 片 麻 岩 。  ⑧@ : 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト , O: hKRE 


地域 で は 締 状 片 麻 岩 帯 は 片 状 ホル ン フ ェ ルス 帯 か ら 移 過 し て お り , か つ 草 青 石 ミグ マタ イィ 
ト 帯 に 接近 する に つれ て 変成 度 が 急激 に 増大 し て いる 。 また 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト に 特 
われ る 堪 状 岩 は , 片 麻 岩 帯 が 革 青 石 ミ グマ タイ ト 有 形成 時 の 影 絡 を 受け て 生成 され た こと 
が 乾 線 石 ・ 昔 青 石 の 産 状 ) か ら も よく 説明 され る 。 HOT 上昇 する ミグ マタ イト} 化 作 用 
は 広範 囲 に 分 布 し て いた 片 麻 岩 帯 を 次 第 に 革 青 石 ミ グマ タイ ト 化 する と 同時 に 片 麻 岩 質 
ミグ マタ イト を る 形成 し , 1 部 ホル ン フ ェ VAMAMEILL CHORE ERX ted 
DBROBZANS, な お ミグ マタ イト 有形 成 に 関連 し て 成分 の 移動 や ミグ マタ イト 前 
Be) の 考え が 述べ られ て いる が , 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト に お ける ERA: EBAOK 
型 簿 状 変 唱 の 存在 は この 作用 が 本 岩 帯 に 特に 激しく 行わ れ た こと を うら が き し て いる 。 か 
つて 有 舟橋 三男 ・ 橋 本 誠二 は 片 麻 岩 帯 を 片 麻 岩 質 温 成 岩 と 命名 し た が , 上 述 の 成因 的 特 
Bah AC 今後 革 青 石 ミ グマ タイ ト 帯 域 に 分 布 す る 纏 状 片 麻 岩 を 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト 
と 称し 他 の 片 麻 岩 類 と 区 別 す る こと が 適当 と 思わ れる 。 片 状 岩 は 細 粒 綴 密 な 締 状 岩 石 で 
と き に 片 状 ホ ルン フェ ルス 質 岩 石 を 伴い , MRA PH RAR 7 VI 4b LILEBO 


1) 外 崎 与 之 : 印刷 中 . 
2) IER: 地質 , 59, 203~215, 1953. 
3) 再 橋 三男 : 地質 , 55, 152~153, 1949. 
E=H: 地質 , 56, 263~264, 1950. 
刺 橋 三男 : AR, 10, 10~19, 6069, 1955. 
4) 舟橋 三男 : 橋本 誠二 : 前 出 , 1951. 
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た 性 質 を 示し て いる 。 筆者 り は 先 に この 岩 帯 を 片 状 ホ ルン フェ ルス と 見 な し た が , BO 
する 岩石 は 片 礎 岩 質 ミ グマ タイ ト 帯 の 幅 狭 い 部 分 に も 認め られ る 。 ERE CIBER 
成 岩 の 存在 が 知ら ちら れ て いる 2 が , 本 地域 の 片 状 岩 も これ ら の 観点 か ら 再 検討 の 余地 が あ 
る も の と 思わ れる 。 


See) ~@ wy te 

Ba ae OD Rs 構造 お よび AKO 5 3 種類 の 型 が 存在 す 
る こと を 明らか に し , それ ら の 性 質 と 相 二 関係 と に 就 い て 述べ た 。 そ の 結果 , Garis 
青 石 ミグ マタ イト が 現在 位置 を 占め る 以前 に は 同一 岩 帯 と し て 分 布 し て いた が , その ご の 
ミグ マタ イト 化 作 用 に 対応 し て 夫々 ち が つ た 性 質 を 現 わ し た こと が 堆 定 で き , SICSBA 
ミグ マタ イト 帯域 の 貫 状 片 麻 岩 を 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト と 称す る こと が 適当 で ある こと 
を 指摘 し た 。 な お 片 状 岩 と 片 麻 岩 質 ミグ マタ イト お よび 貫 状 片 麻 岩 と の 性 質 の ちがい は , 
草 青 石 ミ グマ タイ ト と 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト と の 生成 条件 の 差 を 反映 し た こと る も 予想 さ 
れる の で , 各 片 麻 岩 類 の 成因 は 今後 この 点 か ら る も 検討 し て いき た い 。 

終り に 臨み , 本 研究 に 御 数 示 を いた だ いた 北海 道 大 学 刺 橋 三 男 助 教授 , 橋本 誠二 助教 授 
な ら び に 日 高 研 究 グ ルー プ 各 位 に 深く 感謝 致し ます 。 な お 調査 に は 北海 道 地 下 資 源 調 査 
所 , 函館 市 相馬 報 皿 会 , 日 高 国 幌 泉 村 井上 継 夫 氏 に 種々 御 援助 を 受け た こと を 人 附 記 し て 譜 
意 を 表し ます 4a 


北海 道北 見 国 沼 ノ 上 鉱山 の 鉱脈 に つい て 
RICH BORBL OB R* 


On the ore deposits of Numanoue mine, Kitami 
province, Hokkaido. 
(Especially on the wall-rock alteration) 


Feet 42 (Hirosi Omure)** 


Abstract : Ore deposits of the Numanoue mine located in eastern 
Hokkaido, are typical epithermal gold-silver bearing quartz veins in the 
Neogene Tertiary. The country rocks of the ore deposits are liparitic 
rocks which are widely distributed throughout the vicintiy. 

The veins are divided into two types: one filling up along the faults 
and the other filling up the fissures. Thus, these types are dissimilar in 


1) 外 崎 与 之 : ATHY, 1956. 
2) 小 出 博 : 地 団 研 専 報 , 1, 1~39, 1949. 
有田 忠雄 : 地質 , 55, 99~104, 1949. 
令 察 団 研 グル ー プ : 地球 科学 , 25, 1~3, 1955. 
* 日 本 地質 学会 昭和 30 年 会 講演 (1955. 4. 5) 
** 北海 道 大 学 理学 部 地質 学 鉱 物 学 教 窒 
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some diminsions and structures of the veins. It is considered that the 
veins were made by at least two mineralizations. In the first minerali- 
zation, siliceous solution did not contain useful elements, and in the 
second mineralization useful minerals which are gold, silver and sulphide 
minerals (except pyrite) were deposited. Gangue mineral is chiefly quartz. 
In those ore deposits, various wall-rock alterations had occurred before 
the vein formation. Remarkable alterations are silicification, aduraliaza- 
tion, chloritization and sericitization. Silicified-aduralized rocks and chlo- 
ritized rocks develop in the central part of the liparite bedy and they 
show a banded distribution. Sericitized 10ck is distributed in the south- 
western part of the one. 

The veins formed in the altered rock body, usually have a banded 
structure. The various vein characters have close relation to the features 
of the altered rocks, and most of the ore shoots are found in chloritized 
rocks. 


Moreover, it is a distinctive character of the ore deposits that both 
wall-rocks and veins are remarkably oxidized. 


Leta Geens = 

a7 EAU AGEO MUGUET IC DS Y VE SEGR LO Rt km に 位置 し て いる 。 こ の 
PANO FRAP APR ICOV Cid, さき に 太田 垣 郭 により, 又 鉄 床 母 岩 に つい て は , 最近 
RMA” に より 報告 され て いる 。 筆者 は , 1954~1955 年 に 数 回 この 鉱山 を 調査 する 機 
会 を 得 , と くに , 鉄 床 母 岩 の 変質 状態 と 鉄 脈 と の 関係 の 観察 を 行 つ た の で それ ら 母 岩 の 性 
質 と , その 中 に 用 胎 す る 鉱脈 の 構造 を の べ , さら に , PACRIROMAERE 中 心 に し 
て , この 多 床 の 特質 を の べ る 事 と し た 。 

本 報告 に あたり , 終始 徐 切 な 御 指導 を 賜 つ た 鈴木 教授 , 麗 橋 才 授 , お よび 北海 道 大 学 理 
学部 内 銘 床 研究 会 の 方 々 に 深く 感謝 する 。 また 調査 に あ た つ て 種々 御 援助 を 載 い た 三菱 
BEI) LRUOAX, 種々 の 資料 を 教示 し て 下 き つた な た 日 本 鉱業 太田 垣 郭 氏 に 深く 感 
BT So 

この 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ ょ つた も の で ある 。 


2. 鉱 KOR RR 


沼 ノ 上 久 山 は 北見 中 部 地域 に あり , 附近 一 帯 に は 石英 粗 面 岩 の 活 動 と 金銀 鉄 床 の 生成 と 
の 間 に 和 密接 な 関係 が 認め ちら れる 。 鉄 床 を 腺 胎 し 又 鉄 床 附 近 に 広く 分 布 す る も の は 石英 粗 
面 岩 で , これ は 燃 岩 人 台地 と し て 附近 の 丘陵 地 の 大 部 分 を 形成 し て いる 。 

この 岩石 を 太田 垣 郭 ) 及び 高橋 拍 弥 ?) は , 産 状 岩 質 等 より 迷 種 に 分 類 し て いる が , GK 
床 附 近 に お いて 最も 重要 な 岩石 は 纏 状 石英 粗 面 岩 で , その 一 部 に は レン ズ 状 に 角 奏 化し た 


1) KB > 北 地 要 報 , S~17, 1951. 

2) ABR MG : ACHE, 11~23, 1956. 

3) 高沢 松 逸 : ATH, 1956. 

4) KES : 前 出 , 1951. 5 

5) Bia, 相馬 吉 一 , 陸 川 正明 , 松田 文男 : IRE BAO 6 (ME 
支庁 管内 紋別 郡中 部 ) 北 工 試 報 , 60, 1936. 


118 BBRRKOMAR SSH 


部 分 を ょ と も る な つて いる 。 本 地方 の 石英 粗 面 岩 質 岩 石 は 一 般 に 熱 水 変質 作用 に より , 種々 の 
PLEO THB OCS Be THRE, SRR PDB IS (EE 300m 内 外 の 
GBH) EEK ILE t REAILE LOBROAL, 更に 鉄 床 西部 及び 西南 部 に は 斑 化 水 
長石 化 絹 雲 母 化 岩 等 の 発達 が 見 られ る 。 

本 地域 の 鉱床 は これ ら 熱 水 変質 岩 の 生 成 後 , 特に 締 状 石英 粗 面 岩 の 中 心 部 に 生じ た 液 熱 
TKBLEFEREGRR C, 各々 平行 する 多く の 鉄 脈 か ら な り た つて いる 。 鉄 脈 は その 性 質 よ り 見 
て 2 つの 群 に 大 別 す る 事 が 出来 る 。 1! つの 群 は 松 負 , OSS, THELSA, 走向 N70 
80°W, 傾斜 70~75°N, 脈 幅 平均 50cm AY, 延長 200m 内 外 に わた る も の を 主 と す る <。 
他 の LOMB 1-5 SMSESA, 走向 N60°W, 188 70~75°N, 脈 幅 平 均 30cm A 
外 , 延長 50~80m 内 外 で , 前 者 に くら べべ 鉄 脈 が , いち じ る し く 破 砕 さ れ て いる 事 を 特徴 
ER 

GARI, 第 1 期 の 鉄 化 に よる 灰白色 ~ 灰 色 石 英 , 黒色 石英 * と , 第 2 有 2 期 の 鉄 化 に よる 
SLA BAH (LNUMRERC, 時 に は 土 鉄 状 を 量 す る こと が ある ) 折 色 石英 と 銀 黒 部 に 
分 けら れる 2。 

鉱石 鉱物 は , BBO, 関 亜鉛 鉱 , 方 銘 鉄 , アー ジロ ダイ ィ イト, WATS, WERE, 将 容 
$RGK, KV ON AGK, ESBS, 自然 金 , 自然 銀 , 角 銀 鉄 , FARE, 福 鉄 鉱 逢 で ある が , PH 
Meee Ll, その他 の 硫化 鉱物 は , 黄 鉄鉱 を 除い て は きわ め て 少な い 。 

な お 鉱石 鉱物 の 共生 状態 は , 鉱脈 の 部 分 に より きわ め て 不 均 一 で , Au, Ag eae 

均一 で ある こと ・ ゝ 共に , LORRO'BACHS. MAMRMs, 大 部 分 が 石英 で ある が , ! 
に 方 解 石 や 重 品 右 を 伴 つ て いる 事 も ある 。 

母 岩 及び 鉱脈 が いち じ る し く 酸 化 作 用 を 受け て いる こと る も, この 低 床 の 特徴 で ある 。 


3. 鉱床 母 岩 に つい て 

A) MRERHMAOBR COMRE MIT SMRARERSI, いち じ る し い 流 
理 和 構造 締 状 構造 を し めし て いる 。 

RRA, COMO GRR? F ROEM, MME 測定 し て いる が , SKERP 
近 の 走向 は , SN に 属す る も の が 多い 。 

観察 され る 流 理 は 鉱床 附近 で 急 傾斜 し て いる が , 鉄 床 よ り は な れる に つれ 次 第 に 繧 儲 倖 
に な つて いる 。 こ れ ら の 点 か ら こ の 岩 体 は , 第 1 図 か ら る も 見 られ る よう に N20°E Fe 
Fhe} OWS “きき ノコ 型 " の 門 岩 と し て 噴出 し た も の と 思わ れる 。 銘 床 は , 2O# 
体 の 中 心 部 に 存在 し て いる 。 

B) MREARMHAOSH 締 状 石英 粗 面 岩 は , SBC kocwi Ly, 11 型 の 2 種 に 
分 類 さ れる 。 

1) FRETS I 型 (第 2 図 1) roe, HAC BDMENT, MES 
離れ た 部 分 に 認め らち られ, RRA SARL AEA RABOBE CHS. 

この 岩石 に は , 斑 品 が ご く 少 な く , 白色 ~ 乳 白色 の 部 分 と 福 色 へ ~ 福 灰色 の 部 分 と が 1m 
M 前後 の 厚 さ で 交 殖 し て 締 状 を 示し て いる 。 
組成 鉄 物 の 種類 : BER, ARG, 正 長 石 で , 石 基 は 石英 を 主体 と し , 多量 の 琉 
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“Re BI : 太田 垣 事 及び 鉄山 で は , ニタ リ と 呼ん で いる も の で , 一 見 銀 黒 の 様 に 見 
える が 金銀 分 が 殆 ん ど 含 有 さ れ な い 部 分 で ある 。 
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EBL WB 第 1 図 PHO OBMA 
構造 : BERADEE RL, HERO KIA, 0.5~ 

Lmm pySt-CHAMIER CAL A BERRI EEL : f 
TCWOHo MEAS, 0.5~1mm ASCH, PH Apne 

有 に 変化 し て いる 。 ERAS, 0.5~Imm Aspe wn 


SN SS DN oa RAI 
30° 内 外 。 ue 
石 基 は 全く 牧 病 質 の 部 分 と , 潜 品 質 の 集合 体 の 。 “> ed 
部 分 と が あり ¥DOUNERCHS, BBMD 9, ‘Sd * as 
部 分 は , 福 色 で 流動 構造 (luidal structure) を 
AL, この 様 な 部 分 に は , 石英 粗 画 岩 特有 の 球 逢 wR 
(spherulite) も み ら れ る 。 潜 品質 の 集合 部 は , 全 a 
FAIL CRREBEERL TS, CHE OP EE ae 
FIZ ZO CRIS ARB 7 BAI BIC EOTOBECESL 

く 福 鉄 鉄 が 汚染 し て いる 。 "1… 鉄 脈 。 2… 断 層 , 3… 流 理 の 
2) 緒 状 石英 粗 面 岩 1I 型 (第 2 図 : 2) r0O# 志向 傾斜 
Ald, 寺 内 で 鉄 床 周辺 部 と くに 竹 負 , YESH, 松下 : 
ARE OVW AAA NSA, OX UD LRA RL, 白色 ~ 灰 白色 で 現 璃 質 の 
部 分 は , いち じ る し さく 脂 感 を 呈し て いる 。 

竹 鋼 向 立 入 PS FARSI: USERID Cid, 2 OBA cae EM, レン ズ 状 を な 
CA 

こと の 岩 右 に は , BEMIS L, 白色 ~ 乳 白色 の 部 分 と 了 灰白色 へ 灰色 の 部 分 と が Imm 
AOI & CAE L CHIR ORME EARL TS 
角 春 部 に は , PRABMOS, DIV VMARUREAAOMMRABNS, 
組成 鉄 物 の 種類 : SERIE, 少量 の 石英 , ARA, 正 長 石 で , BH, 石英 , 正 長 石 か 


BROT; Bo a 

構造 : 稀 に 斑 状 構造 を 示す 部 分 も ある が , 殆 ん ど 役 品質 の 在 英 と 正 長 石 が 組合 い , 部 
分 に より いろ いろ な 構造 が し め さ れ て いる 。 EME, 石英 の 多い 帯 と 正 長石 の 多い 帯 
PHILA SM, 多く の 場合 石英 帯 或 は 正 長石 帯 が 分 岐 心 , 綱目 状 と な つて いる 。 

夷 品 の 右 英 は , 0.5~1mm ACHAEA REEL CS MEA, Imm 
内 外 で 殆 ん ど 草 長石 に 変化 し て いる 。 正 長 石 は , 0.5mm 内 外 で 絹 圭 母 に 交代 され て いる 
MA) DS, 石 基 の 石英 は , 0.3mm 内 外 の 尊 状 集合 と な り , 正 長 石 は , 0.1mm 以下 で 
敷石 状 に 集 り , 役 細 な 包 有 4 物 を 多量 に 含ん で いる 。 

角 面部 の 基質 は , 一 般 に 微 晶 質 右 英 が 多く , また 員 い 絹 圭 母 化 作 用 を 受け て いる 部 分 も 
み ら れ る 。 FTEOR AKAM alk, 流 理 或 は 割 目 に 沿 つ て 徴 品質 石 英 が , 細 脈 状 に 入り 
込ん で いる 場合 が 多い 。 

Dia 72 Ree Ss ! 型 , 11 型 は , 高沢 松 逸 に よ つ て , と も に 弐 化 作 用 に よる る 
の と 考 へ られ て いる 。 し か し , 単に それ が 熟 水 変質 作用 を 受け た も の で ある か いな か に つ 
いて は , 任 問 と する 点 が ある 。 

むし ろ , 筆者 は , 野外 の 産 状 や 岩 質 に よ ょ つて , MBLEAKL I SMALE EL CAL 
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_ 化 し た が , その 後 変質 作用 (deuteric action) に ょ っ て, RRP ERA EOS SHR 
部 が 生み だ され た と 推定 する の で ある 。 

C) PUKFAK LOR EORR PREGAME A, “キノ フ コ 型 " に 噴出 し た 後 , 第 1 
期 の 熱 水 変質 作用 が 行わ れ , 中 心 部 及び 南部 方 面 に 史 い 黄 鉄 鉄 化 岩 が 形成 され た 。 

この 種 の 変質 岩 は , 基 の 後 の 変質 作用 を 受け た 岩 体 の 中 心 部 に は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な く , 
鉄 床 の 南部 に の み 分 布 し て いる 。 し か し 下部 に 向う に つれ その 第 囲 は 広 が つ て いる 。 


第 3 図 MMe KY4ARRBOD AN 


x 0 10 50 100 m 


(1) BIKE IERIE, (2) BEIKRaIGHF, (3) 緑 泥 石 化 帯 , (4) ABE, 
(5) SKOR, (6) 断層 , (7) Suid 
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(1) EEIGIKRAERER A, «= (2) EK ROH, «= (3) RETF, 
(4) 黄 鉄 鉱 化 帯 , (5) 角 締 化 帯 , (6) BK WR, (7) 断 層 


第 2 期 の 熱 水 変質 作用 は , 岩 体 の ご く 中 心 部 の み に 斑 化 水 長 石化 作用 , 緑 泥 石 化 作 用 が 
ion, HIGKRAILS, 緑 泥 石 化 岩 が 形成 され た 。 こ の 変質 岩 は , 第 2 図 に 示さ れる ょ よ 
うに N6O°E 方 向 に 帯状 を な し て 分 布 す る が , 下部 に 向う に つれ FOAMS HWE O 
で いい る る : 

第 3 期 の 熟 水 変質 作用 は , 締 状 石英 粗 面 岩 及 び 斑 化 水 長 石化 岩 が FRESE a 
絹 圭 母 化 岩 が 形成 され た 。 こ の 様 な 部 分 は , 鉱床 周辺 部 の 西部 及び 西南 部 に 局 限 され , ま 
た 下部 に 向う に つれ て 認め られ な く な つて いる 。 

この 鉄 床 に 示さ れる 酸化 作用 は , 上 述 し た 種々 の 母 岩 を 広く 覆い , RCO DEB OEE 
化 水 長石 化 岩 , 緑 泥 石 化 岩 中 で は , 下 底 部 まで いち もち じ る し く 行 われ て いる 。 

1) RRMA この 岩石 は , GA CHAP ASTD (PS TEES R UAE ILA) CEE LT 
認め られ る 。 ま た この 変質 岩 は , 銚 床 中 心 部 に も 僅か に 認め られ る が , その 後 の 熱 水 変質 
作用 の た め に あま り 明 上 隊 で な い 。 

黄 鉄 鉱 化 作用 は 非常 に 弱く 行わ れ , EMR RARMMSOMECLOCAGH, と くに 
自 色 ~ 乳 白色 部 と 灰 自 色 ~ 灰 色 部 の 境界 部 に あら われ る こと が 多い 。 こ の 岩石 は , ARO 
締 状 石英 粗 面 岩 11 型 に 黄 鉄 鉄 を 多く 含む の み で 同様 の 性 質 を 示し て いる 。 

2) EWR Aba (第 2 図 ; 3, 4, 5) この 岩石 は , 殆 ん ど 貫 状 構造 を 示さ な い が , 部 
分 に より わずか に それ を 示す も の が ある 。 白色 ~ 灰 白色 又は や ゝ 淡 緑 色 を 量 し や ゝ 脂 感 
を も つて いる 。 こ の 岩石 中 に も , 第 2 図 に 示し た 様 に 少量 の 角 礁 が レン ズ 状 に 含ま れ , ま 
た 一 部 で は いち じ る し く 粘 土 化 を 受け て いる 部 分 も ある 。 

組成 鉄 物 の 種類 : この 岩石 は , 石英 , 水 長 石 が 主体 で , 上 述 流 紋 岩 類 に いち じ る し く 
SLE MSR ERIS, 全く 見 られ な い 。 そ の 他 黄 鉄鉱 の 仮 像 を な す 福 鉄 鉄 と , 稀 に 残 
卓 様 の 斜 長石 が 伴わ れ て いる 。 

構造 : 石英 が 主体 を な す 部 分 と , 氷 長 石 が 主体 を な す 部 分 と が ある が , TCH 
石英 と 水 長 石 の 集合 体 に な つて いる 。 

石英 が 主体 を な す 部 分 は , CHORE, 石英 は , 径 0.5mm 内 外 で 不定 形 の 集 
BERL, 水 長 石 は , 径 0.3mm 内 外 で 姜 形 の 明らか な 自 形 結晶 と し て 石英 中 に 散在 し て 
いる 。 水 長 石 が 主体 を な す 部 分 は , レン ズ 状 , 塊状 に な つて 永 長石 が 密集 し , それ は , 径 
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0.1~0.2mm 以下 の 結晶 の 集合 体 を 示し , 石英 は 殆 ん ど 伴 われ て いな い 。 この 様 な 岩 質 
と 緒 状 石英 粗 面 岩 と の 境界 部 は , 綱目 状 に 不 規則 に 接し て いる 。 

3) 緑 泥 石化 岩 (第 2 図 ; 6, 7) この 岩石 は , BRIREE ACHAT, 淡 緑 色 ~ 濃 緑 
色 を 量 し て いる 。 この 岩石 中 に も 第 2 図 及び 第 3 図 に 示し た 様 に , 緑 泥 石化 岩 と 理化 水 
長石 化 岩 と の 境界 部 に , MMV YARKSEN, 多く の 場合 や ゝ 明瞭 な 境界 で 接し , 時 
に は 弱い 粘土 化 を 示し て いる 。 

組成 鉄 物 の 種類 : この 岩石 は , ME, 石英 , 水 長 石 が 主体 で , 少量 の 黄 鉄 鉄 , 神 鉄 
GASPED TW Bo 

構造 : 緑 泥 石 一 石英 また は 緑 泥 石 一 石英 一 水 長 石 の 微 晶 の 集合 体 で , これ ら の 中 を 綱 
目 状 徴 脈 状 に 福 鉄 鉄 が 汚染 し , 黄 鉄 鉄 も る 散 点 し て いる 。 

緑 泥 石 一 石英 の 部 分 は , 繊維 状 緑 泥 石 の 集合 体 が 弱い 流 理 を 示し , その 中 に 微 品質 の 石 
英 が 班 点 状 , レン ズ 状 に 含ま れ て いる 。 緑 泥 石 一 石英 一 水 長 石 の 部 分 は , 全体 に 比 し て 非 
常に 少く , 緑 泥 石 を 主 と す る 部 分 に レン ズ 状 また は 塊状 と な つて 含ま れ て いる 。 MMOH 
化 水 長石 化 岩 に 類する 構造 の 中 に 繊維 状 の 緑 泥 石 が , BROKE AO AOR & DD CAPE 
し て いる 部 分 も み ら れ る 。 

角 春 岩 の 基質 は , 微 唱 質 の 0.03mm 内 外 の 石英 の 集合 体 で , この 中 に 少量 の 0.03mm 
内 外 の 氷 長 石 が 認め られ る 。 繊 維 状 の 緑 泥 石 は , これ ら の 間 を ぬい , 特に 角 春 の 周り に 多 
量 に み ら れ る 。 AMOBREKAD EI, 灰 褐色 ~ 黒 褐色 に な り , 流 理 また は 割 目 に そつ 
て 緑 泥 石 或 は 石英 が 脈 状 に 入り こん で いる こと が 多く , 全体 と し て 憎い 緑 泥 石 化 を 受け て 
いる 。 

4) 理化 氷 長 石化 絹 圭 母 化 岩 (第 2 図 ; 8, 9) この 岩石 は , 縮 状 構造 を 全く 示さ ず , FL 
自 色 ~ 灰 白色 を 量 し て いる 。 特に 絹 圭 母 化 の 進ん だ 軟 か い 部 分 に は , 稀 に 玉 稀 質 の 径 3cm 
内 外 の 球状 体 が み ら れ る 。 

MRMKMOME: この 岩石 は , 石英 , 水 長 石 , 絹 圭 母 が 主体 で , 少量 の 神 鉄 鉄 が 伴わ 
れ て いる 。 

構造 : 絹 雲 母 を 主 と す る 部 分 と , 石英 一 水 長 石 一 絹 雲 母 の 部 分 が み ら れ る 。 

ABE EE LT AMAL, 水 長 石 は 殆 ん ど 認 め ら れず , 石英 も 不明 瞭 に な つて いる 。 
石英 一 水 長 石 一 絹 雲 母 の 部 分 は , 微 品質 の 石英 , 水 長石 を 絹 雲 母 が 交代 し て いる の が み ら 
れる 。 こ れ ら の 間 に , 稀 に 粗 粒 の 石英 と 細 粒 の 氷 長 石 の 塊状 集合 部 が み ら れ る 。 

この 岩石 中 の 絹 圭 母 は , 示 差 熱 分 析 に よ つ て 決め た 。 


4. 母 岩 と 鉱脈 の 関係 

この 鉄 床 の 主人 鉱脈 は , RBI iS kV 変質 し た 東 化 水 長石 化 岩 , mE A be Pic 
つて , EORA RH OSMUCAETET ZHIRSD (, ぁ あつ て る も 稼 行 の 対象 に な る も の は 未だ 
知ら れ て いな い ( 第 2 図 参照 )。 更に , 変質 範 囲 内 の 鉱脈 で も 富 鉄 体 ょ みち ら れる 部 分 は , 主 
と ど とし べ て 緑 泥 石 化 岩 中 に ある 。 地 化 水 長 石化 岩 中 で る も いち じ る し さく 破砕 され て いる 部 分 に 
生成 され た 鉱脈 に は , PRICK ( 松 負 一 部 , YESH, BG) が み ら れ る が , その 規模 は , 
緑 泥 石化 岩 中 の 富 録 体 に 比べ , 極め て 小 規 模 で ある 。 

多く の 場合 , SIRE MAMIE ユ ~3m 内 外 の 破砕 帯 が 存在 し , 鉄 脈 は , © ODMH OD 
ほ ぶ 中心 部 に 生成 され て いる こと が 多い 。 
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SKIR (特に 2 へ 6 号 負 , CSAS) Ik, この 変質 岩 帯 と 交叉 し , BIOKR Alba ¢ me 
石化 岩 中 と で は , その 脈 構造 異なり, 第 5 図 に 示さ れ て いる よう に 銀 黒 の 存在 に も 関係 
する 。 


第 5 図 Zeit & IROL BA ( 下 Ip Be 6 号 前 鍋 ) 


(1) 線 泥 石化 岩 。 (2) 革 化 水 長石 化 岩 , (3) IR, (4) 早 
(5) 灰 自 色 へ 灰色 石英 。 (6) 百 色 へ 乳白色 石英 。 (7) LORE, 
(8) HH VAM 


BEADS SRE AIC RURHEOWS US LEMKE AILS H Clk, BES EGR 
MRE OSAFUBAARTEEC, 脈 幅 も 概して 広く な つて いる 。 こ ゝ では, SRIRA RRR BFE 
いて 行わ れ な た 破砕 作用 が いち じ る し くく あら われ , 第 1 期 石 英 は , こと ご と く 破 砕 され , 更 
に この 部 分 に 第 2 EATER L, 銀 黒 が 両側 及び 中 心 部 に 形成 され て いる 。 

鉱脈 は , 東 化 水 長石 化 岩 及び 締 状 石英 粗 面 岩 中 に うつ る に し た が つて , MO MARIAH 
に 明 瞳 に な り , 脈 幅 も 狭 ま つ て いる 。 こ の 様 な 部 分 で は , 第 1 期 石 英 は , 破砕 され る こと 
も 少く , HLUCTHROAKRON, 第 2 期 石英 に よる 充 塩 も 悪 く , 銀 黒 の 発達 は いち じ 
る し くく 弱く な つて いる 。 FABRE PCL, 両 想 は や ゝ 不明 瞭 に な り , 脈 の 分 岐 が いち もち じ 
る し く , 第 1 期 石英 の み が み られ 次 第 に 失 江 し て いる 。 

EBD AAPL PCD em HWS, 変質 作用 に よる 変質 岩 や , 破砕 帯 水 , 下部 に な 
BIOMNW SUSU HK BY, MS MESILICLSZSWMNCHS3_ 

a) RRA POSKIR CORO RA RICE NM SSRIRI, 延長 短く 脈 幅 る 概 し 
CHEUs (MEAS £ IEEE L eGR) 9 EOWMARIL, 明瞭 で 非常 に 単純 な 脈 構造 を 示 
し , 人 金銀 の 濃 集 部 は 全く み ら れ な い 。 銘 脈 の 大 部 分 は , 第 1 期 石 英 が し め , FOROS 
の 破砕 作用 に よ つ て , 下 盤 が 僅か に 破砕 され , 第 2 期 石 英 は , HEL CE OMMEBE AP: 
し , 銀 黒 の 発達 は 非常 に 悪く , 叉 黒色 石英 の 量 も 竹久 以外 は , 他 の 脈 に 比べ て 少 い 。 

VTS IF SCHR L eT, 脈 幅 は 広い が , 殆 ん ど 第 1 期 石英 の みなみ で , LMOMYELA 
く 同 様 で ある 。., 

鉄 脈 を ほ ぶ 中心 と し て いる RM, この 岩石 中 で は 非常 に 幅 が 狭く , 部 分 に よ つ て 
は , 破砕 の な みな られ な いと ころ も ある 。 

破砕 帯 の 岩石 を 検 鏡 す る と , 石英 帯 と 正 長 石 帯 の 平行 配列 は 殆 ん ど 認 め ら れ な く な り , 
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A CERBERAVARN, これ ら の 中 に 三次 的 な MATER 脈 状 に 入り こん 


ew Bo 


SIRE DORAL WSUSL< BIGEH, BARAK, 寄木 状 石英 が 脈 状 に 入り こん 
で , 石英 帯 , 正 長 右 帯 は , 一 部 に 残存 され て いる 。 
b) BHOKRA(LEHOSIR COMORES ASK, WABI FEMEL 
た 松 鐘 を 除い て 概して 脈 幅 は 狭く , HALLE, 脈 構造 や 単純 な も の が 多く , SHOE 
部 は 全 ぐみ られ な い 。 然 し 母 岩 が いち じ る し く 破 砕 され た 部 分 に 見 られ る 鉄 脈 で は (PGE 
1 部 , YESH, G58), 脈 幅 る 広く , 両 盤 特 に 下 磐 側 は 不明 障 に な つて , この 部 分 に の み 銀 黒 


が 多く 形成 され て いる 。 

この うち , CEE, Bs, Dee AE 
状 に BREN CW? BD EMO T 生成 し た た 
Dic, 階段 状 鉄 脈 に な り , 屈曲 部 は , (鉱脈 生 
成 後 屈 曲 部 は 断層 で 切ら れ な た) 脈 幅 る 広く , 両 
ABVLAN PARES 720, この 部 分 に 富 録 体 が 形成 さ 
れ て いる 。 

IC CORB PCABUZSRMIRIZ, RO 
CRASH POGIRE 同様 な 構造 を 示し 
て いる 。 了 断層 符 刀 を 充 堪 し た 松 魚 は , 脈 幅 は 広 
ON, 第 1 期 石 英 が 多く , 上 述 の 締 状 石英 粗 面 
岩 中 の 鉄 脈 の 構造 と 大 差 な く , 下 毅 側 に 僅か に 
銀 黒 が 形成 され て いる 。 破砕 の いち じ る し い 
部 分 に 生成 され た MAO 1 部 , HER, BUC 


第 7 図 WERT Q5uswhc HF Sw & SLUR 
の 関係 


MUN 
Ge wo = 


1… GKIR, 2: bia, 3 … Sui 


と み ら れ る 黒 灰色 の 粘 士 を 狭 ん で いる 。 


第 6 図 斑 化 水 長 石化 岩 中 の 
松 負 通 洞 西部 ) 
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1 灰色 ~ 灰 白色 石英 ) 2 黒色 石 
英 , 3 白色 乳白 色 石英 , 4 銀 
黒 , 5 母 岩 よ り 変 質 し た 粘土 , 

6 aK, 7 母 岩 


は , 第 1 期 石 英 が ほ ゞ 完全 に 破砕 され 
て , 特に 下 毅 側 は いち じ る し い 。 そ の 
破砕 部 に そつ て 第 2 WEASEL, 
いち じ る し く BRE WEL C BORK 
を 形成 し て いる 。 

KIRTE RE OMB LIT, 第 1 期 
右 英 と 第 2 期 石英 の 境界 部 に は , 酸化 
の いち じ る し い 粘土 或 は EBRO Hh 
LE, FAM, 母 岩 か ら 変 質 し た 


BE OFTG EBGIT SL, 石英 , 水 長 石 と も いち もち じ る し くく 汚れ, これら の 中 を 細 脈 状 
CBE, 寄木 状 或 は 柱状 の 石英 が 入り こん で , 母 岩 の 石英 を 不 規則 に 交代 し て いる 場合 
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RSV GRY DOHA, WEUSLHILAN, 寄木 状 石英 が 主体 と な つて いる 。 
c) PEALE PORM ZOMORE PCRS NSGIR(2~-CSH, 6 号 前 鋼 ) は , こ 
の 鉄 床 中 最も 脈 幅 が 広く , 複雑 な 脈 構造 を も もち, その 両 盤 は , 不明 瞭 な 部 分 が 多く 銀 黒 が 
よく 発達 し , LORMKG-O 富 鉄 体 を 形成 し て いる (AL, PBS Le 6S 8 
は , 第 1 期 石英 が 主体 で , 前 述 の 松 負 と 大 同 小 異 で ある )。 
SKIRVE, 第 1 期 石英 が 完全 に 破砕 され , それ が 最も 
第 8 図 緑 泥 石 化 岩 中 の BR FPN THB MN SUS L ( B2 MARKO 
SKIROME (6 号 前 鋼 下 1 中 ARIEL, 更に 中 心 部 の 磁 砕 され た 部 分 に も 及 ん で , 
&) ZHEN TAMIL PMB MREERL, 第 2 


4 San 期 石英 の いち ちる し い 部 分 で は , や > ゝ 対称 構造 を 示 
, 2 し て いる 。 第 1 MAKE H 2 期 石英 の 境界 部 に は , 
“4 : : 酸化 の いち じ る し い MERIL EURO 粘 士 が み ら 
. ee れ , MRC PAM, 母 岩 か ら 変 質 し た と み ら 
Re 7 れる 黒 青色 粘土 を 狭 ん で いる 。 

eS a BEM OBERT SL, RILROMIER ED 

af マソ \ BC, 石英 が 細 脈 状 に 入り こみ , BUT CURE O 
wey ie 境界 部 は , EBC CTRRS TS 2 Lao Gh 
“ fe IRF DO 岩石 は , いち もち じ る し く Bean, WAL 
A ve 0.05mm 内 外 の 石英 で お きか えら れ , 緑 泥 石 は , 
y we 一 部 に 掃き よせ 状 に 集 ま つ て いる 様 な 部 分 も み ら れ 

beg ra 
1 Re, 2 灰色 ~ 灰 白 , d) BOKER GICLEE HOSR この 種 の 


a AME HVC ILS NSGKIRIL, この 鉱床 の 西部 末端 部 を 

so ott, し め る も の で , それ ら は , 分 岐 が いもち じ る し く , B 

st, -. Pe Jet C WGME & OSEFMLA C ANAUBET, 単純 な 末端 鉄 脈 
を 形成 し , 銀 黒 は 殆 ん ど み られ な い 。 

SHIRE, 第 1 期 の 灰白色 石英 が 主体 で , 破砕 の 程度 は 未 端 に な る に つれ て 弱まり , 第 2 
期 石英 は , 殆 ん ど み られ な い 。 

母 岩 の 破砕 は , 鉄 脈 の 両側 で 殆 ん ど み られ な く , 鉄 脈 ぎ わ の 岩石 は , BRE, BA 
状 石英 が 脈 状 に 入り こみ , 絹 雲 母 は , 一 部 に 掃き きよ せ 状 に 集め られ た 部 分 も み ら れ る 
が , BEL CEHEPEILES, 

酸化 作用 は , 緒 状 石英 粗 面 岩 中 の 鉄 脈 で は , 殆 ん ど み られ な い が , fe SRM IER 
し た 鉄 脈 附 近 で は , や ゝ いもち じ る し くみ と め ら れる 。 斑 化 水 長石 化 岩 及び 緑 泥 石 化 岩 中 の 
鉄 脈 で は , 非常 に いち じ る し く , 福 色 の 外観 を 示し て , 仮 脈 全 体 を 非常 に し も ろく し て いる 。 


5. 鉱床 の 成因 的 考察 
この 鉄 床 附 近 一 帯 に 広く 分 布 し , SKA AS SAH St, ALS N20°E FoR 
造 運 動 に 件 つて, 運動 方 向 に 長 軸 を も つい わ ゆ る “きき ノ コ 型 " の 類 岩 と し て 噴出 し た も の 
の 様 で ある 。 石英 粗 面 岩 の 噴 出 直 後 , この 岩石 は , 引続き 叶 出 の 中 心 部 より 広域 に deu- 
teric action を こう むり , 球 璃 質 の 石英 粗 面 岩 の 流 理 に そつ て で て; BBL RG GAL, RS 
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状 構 造 を も つ I 型 及び WW ORMRARAM EMAAR AN C ORAVEAMEKS LZ 
の 鉄 床 母 岩 の 熱 水 変質 時 期 に 入り , 第 1 期 の 変質 作用 は , この 岩 体 の 中 心 部 及び 南部 に , 
弱い 黄 鉄 鉄 化 作 用 が 行わ れ た 。 黄 鉄 鉄 は , ほ ゞ 流 理 に 平行 し て 配列 し , 特に 石英 帯 と 正 長 
石 帯 の 境界 部 に 多く み ら れ る 。 第 2 期 の 変質 作用 は , 2 OKO Posh (FAZED SEER BAS) 
に N60E° 方 向 の 構造 運動 に 伴 つ て 化 水 長 石化 作用 , 緑 泥 石化 作用 が 行わ れ た 。 この 
変質 作用 は , 両者 同時 期 の も の と 考 へ られ , それ に よる 族 質 岩 が NOE 方 向 に 帯状 に 交 
互 し て あら われ て いる の は いち じ る し い 事 実 で ある 。 こ の 変質 作用 の 末期 より , 西部 地域 
の 一 部 に 絹 圭 母 化 作 用 が 行わ れ た 。 

以上 で 鉄 脈 生成 前 の 母 岩 の 広 域 熱 水 変質 の 時 期 が 終っ つた の で ある 。 

この 和 熟 水 変質 作用 が 一 応 終る と , N80°W 前 後 の 方 向 に 断層 運動 が 生じ , Pri, 65-58, 
松 鋼 等 は , この 時 期 の 断層 符 解 を 後 の 鉄 化 作用 に より 充 堀 し た 鉄 脈 で ある 。 

次 いで 鉄 脈 生 成 の 時 期 に 入り , 主として 前 述 し た 熱 水 変質 帯 中 に , N60°W 前 後 の 構 造 
運動 に 伴 つ て 破砕 帯 が 生じ , THRO RR (Be) BBR AN COBH 
の 形成 に つい て 高沢 松 錦 り は , 構造 運動 の 外 に 貫 状 石英 粗 面 岩 の 流 理 線 に そう 最大 張力 の 
影響 を 考え , 即ち , 流 理 構造 に 支配 され て 生成 し た 節理 の 方 向 に 笛 鐘 帯 が 形成 され た と 述 
べ て いる 。 

COB MIL, 幅 ユ ~3m AHO OTL > 膨 縮 する が , 一 般 に 緑 泥 石化 岩 中 で は , 他 
より る も 幅 が 広く 形成 され て いる 。 

BlREV> TC < OBR ICS EV EDT DN, 鉄 脈 を 形成 し た 。 先 づ 第 1 期 の 有用 金属 を 
EHR, BRIREITER Lr. RH EO < OP MEENA, 鉄 脈 形成 後 ま で 
弱く 続い た ゝ * め , Bl MOB RARE AN (RAO, 或 は 母 岩 の 破砕 帯 の 広 狭 に よ 
つて 鉄 脈 の 破砕 の 程度 に 差 が ある 。), 引 続 い て 第 2 期 の 有用 金属 を 含む HRM, TOM 
砕 部 を 終 つ て 選択 的 に 石英 及び 銀 黒 等 の 沈 肖 を 行 つ た 。 

この 鉄 化 作 用 と 同時 期 に , 前 述 の 断層 列 辺 に も 久 化 作用 が 行わ れ て , 鉄 脈 を 形成 し た 。 
GEIS, 更に 引き 続い た 細 い 構造 運動 の た め に , 志向 断層 や , 種々 の 粘 士 を つく つた 。 

この 様 に し て , BIR, 形成 され た の で ある が , 最も 有用 金属 の 沈 小 に 適し た 位置 を 示 
し た の は , 熱 水 変質 時 期 の 構造 運動 に よる 破砕 帯 中 及び 緑 泥 石 化 岩 中 で あぁ つた ゝ め , これ 
DEAR, 富 鉄 体 が 形成 され て いる 。 

HOB, YE, 鶴 負 等 は , N30~40°E の 断層 運動 を 前 述 の 屈曲 部 に 受け た 。 

BARUSIRIS, 鉄 床 の 中 心 部 か ら 酸 化 作 用 が いち じ る し く 行 われ た 。 こ の た め に 鉄 脈 
は , 二 次 的 に 金銀 分 の 流動 沈 淫 を 起 し , ARI POSE Clk, 銀 黒 の 流動 沈 滋 に より い 
ち じ る し く 高 品位 を 示し て いる (地表 より 約 100m 内 外 ) 。 特に 渡 久 , 鶴 負 等 で は , 銀 黒 の 
流動 が いち じ る し くく, 金 分 は , NEMO 2 億 の 品位 を 持つ ょ うに な つた が , 銀 分 は , 流動 
逸 散 し て 金 分 の 比 程 高く な い 。 

その 後 酸化 作用 及び 風化 作用 が 進む に つれ て , 上 部 の 母 岩 は , 土 状 様 に な り 一 部 に 2 段 , 
3 段 の 大 きい スペ リ の 現象 が 流 理 に そつ て 示さ れ , LAHIRI, この た め に 完全 に その 形 
態 を 破砕 され て いる 部 分 も ある 。 

以上 の 鉄 床 生成 過程 を 図示 する と 次 の 様 に あら わ さ れ る 。 


1) FRR : ATHY, 1956 
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火 成 時 期 っ 変質 時 期 っ 鉱 化 時 期 っ 降下 水 時 期 
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1) SRI, 石英 粗 面 岩 質 岩 石 中 に 生じ た 漢 熱 水 列 大 充 培 鉄 床 で ある 。 BEE BID Z 
RA, 石英 粗 面 岩 で ある が , CNH RO deuteric action に よ ょ つて 特殊 な 岩 質 を 
ZA EOS 

2) SKIRA RR IVCFEILb, POKAREVE RR eset rcReaslk, 1) TERRES, 2) EEE 
Albis, 3) Sete, 4) SE(GKR (ARES ES SUCAALL, CN bARPREU, ほ 
SHIRAMBRARL TOS CNS ORICEUT MRIS, それ ぞ れ の 変質 岩 に 応じ て , その 
形態 を 異 に し て いる 。 

3) BRUAOPBA Elk, 緑 泥 石化 岩 中 に 存在 する 鉱脈 中 に あつ て , 1hoOF 変 賀 岩 中 に は , 
銀 黒 の 濃 集 部 は 殆ど み ら れ な い 。 

4) 一 般 に 坪 岩 及び 録 脈 共 に いち じ る し く 破 砕 作 用 及び 強い 酸化 作用 を 受け て お り , そ 
の 結果 金銀 の 流動 沈 誠 を 起 し て , 一 部 に 二 次 的 富 録 体 を 形成 し て いる 。 

要する に この 鉱床 は , 石英 粗 面 央 の 噴 出 時 より 始ま る 一 連 の 構造 運動 と , 密接 な 関係 を 
も つて 生成 され た も の と 老 へ られ , GROMMET, 母 岩 の 変質 と 密接 な 関係 を も ゃ もち , この 
相 五 関係 を 究明 する こと に ょ っ つて, 探 鉄 の 指針 が 得 ら れる も の と 考 べ られ る 。 
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8035, 
ALR. 
Missouri ji, Jasper County, Joplin 
BOWER ROKKRO Maa & Tie 
BATA CHB L. Mans 111} 面 
が 発達 し , 時 に {100} を 伴う 。 低 倍率 で 
は 中 面体 の 面 上 に 三角 形 の growth ter- 
race 乃至 line が み ら れ , この 方 位 は 中 
面体 と 同じ で ある 。 Reese trigon, = 
角形 の pit 等 も 認め られ た 。 100~300 
僅 で は 多く の 美 事 な growth spiral が み 
られ る 。 Spiral は 同一 面 で も 巻き 方 の 方 
向 は 一 定 で な い 。 更に 高い 倍率 で は 小さ 
な 三角 形 の 集 つ た 生長 模様 が 観察 され た 。 
ZHEOBRt dislocation の 理論 で 説 
上 同 さ れる 。 (Min. Mag., 31, 136~144, 


LSPA ORM 


Verma, 


1956) Gi -aaip} 
8036, Connecticut BRB e La- 
pham, D. M. 


Connecticut ji, Danbury 東方 の 
Hawleyville 附近 に 於 て , P~HLRLO BS 
RAO SACK Br Alco TC, pro- 
chlorite 一 逆 灰 石 一 正 長 石 一 石英 ペグ マ 
タイ ト が 見 られ , 無色 乃至 黄 褐 色 , BH 
RRBAO GRAD Lito 屈折 率 は 
@=1.726, B=1.735, ¥=1.741, 光学 性 
負 , 比重 3.321 で 化学 分 析 の 結果 は SiO, 
37.96, Al,O, 27.34, FeO0.97, FeO, 
8.88, MnO 0.16, CaO 22.07, MgO 0.3 
4, H,O(+) 2.14, H,O(—)0.08 # 99. 
949% ChS, XPMAFRE LY, 他 産 
HOGA, Sia, SRR GL 比較 検 
対し た 所 , これ ら 三 者 は AMCs 
る が , 二 三 の 線 に 差異 が あり, DRG 
LtAMiRpit Fe の 含有 量 に よ つ て 区 別 


する より る も 光学 性 の 正負 に よる 方 が 区 別 
UL 6. BCAA LAB ASB d の 小さ 
いも の の 方 人 が 色 が 濃い 。(Am. Min., 42, 
62~72, 1957) [横山 〕 


8037, 新 鉱物 magnussonite Ga- 
brielson, O. 


Sweden の Langban €£|l[ 2.5 産 し た 
二 次 的 の 緑色 鉱物 は THEO Ske 
BAD CH ID ERIS MR 6 OB HX 
ハウ ツウ スマン 鉄 を 含む BRAD, ARE, 
方 解 石 , trigonite, dixenite, 含 Mn he 
疲 右 等 の 割 目 中 に 細 炒 状 を な し て 附 着 し 
て いる 。 結晶 形 は 明らか で な い が が , 光学 
的 に 等 方 性 で , EPP ERIt z=1.980 エ 0.0 
05 で あぁ る 。 硬度 は 3.5~4, 比重 は 4.30 
で ある 。 ぶ 線 粉末 写真 か ら d=16.05 エ 
0.005A と 測定 され , 化学 分 析 の 結果 か ら 
化学 式 は (Mn, Mg, Cu); (OH, Cl) (As 
Os), と 求め られ た 。 銚 物 名 は Langban 
GUO, MOAB NA. 
Magnusson 教授 に 因 ん で 名 付け られ な た 。 
(Arkiv Min. Geol., 2, 133~135, 
1957) CRAIN 
8038, MABB-BEERRUUO 成分 
Et MPAII EE ARERE OBR Berman, 
Jj. Campbell, Wi]. 

Z ORO BME b GUNHES A (wolframi- 
te) 12H ROKBA (FewO,) & Het 
卓 系 の 満 俺 重石 (MnWO4) & OME Ye 
体 を な す も の で ある 。 新 に 求め た 端 成分 
の 格子 恒 雪 は 次 の 如く で ある 。 Fe WO』。 
RAO = 0 CE 
90° 0’ ; MnWO, : @=4.82, bj) EO 
69=5.00A, B=91°7’, FeWO, 2% 
中 で 加熱 する と , Fer? は Fer? に 酸化 さ 
れ , この 酸化 は 400~450° か ら 始 まり 温 
度 の 上 昇 と 共に 急速 に 進み , 850° で は 未 
だ FeWO, の 構造 が 残 つ て いる が 950° 


#18 a EK DBR AR 


に 於 いて は , 構造 の 異 る Fet3 の タン グ ス 
テン 酸 塩 (Fe。O。・xWO。) と WO, に 分 解 
する 。 MnO © 量 が 増す に つれ この 酸化 分 
解 は さま た げ ら れ , MnWO, tk 950° に 
FAL Ch IRL Zoo つま り wolframite 
は Mn (2B td OFF, MACH CRE 
で , 950° 空気 中 で の 加熱 に よる 反応 式 は 
次 の 式 で 示さ れる 。 (Fe, Mn) WO,+0, 
(Mn Fe) WO,+ Fe,O, - xWO,+ W 
O,He 方 ズ 中 で は RewWwo Mnwo0, 
共 酸 化 分 解 は 行わ れ な い 。 
est. Bureau of Mines, U.S. Dep. 
Interior, Jan., 1~14,1957) (RAIN 
3039, 炭酸 塩 質 岩 互 中 の SKE LAR 
BOMRILO 半 線 的 決定 Tennant,C. 
Be RV 


Masachusetts 州 , Lee peo karst i 
OTEK AG (CaCO,54.26%, MgCO。45. 
18) を 種々 の 割合 で HERR AIG LEA 
NN ET EE 
X 線 計数 装置 を 用 いて , 方 解 石 の 最強 線 
3.03A & BIRO Rig 2.88A の 強度 
を 比較 し , FRAO Wt.% に 対す る 関係 
を 示す 図表 を 作成 し た 。 こ の 曲線 を 用 い , 
8 個 の 試料 に つい て RAD BRE RR 
め た 所 苦 灰 石 30~8096 の 間 で は , 化学 
的 に 求め た 値 と よく 一 致し た 。 (A&Am. 
Min., 42, 23~29, 1957) CAEL 
8040, SMEEBOBARE BFK (1): 
BZRBRG Smith, J. V. 

An0~50 DEH ODIHED HA, ペグ 
マタ イト , 深成岩 等 の AEA MAL, fe 
水 合成 物 AMA OD XRD ARAL & FEBS UF 
hs Chee et AIRS AS FIED Wrchs 
“POARAO(, 62 BRL TE 二 系 
列 を な し , 両者 の 差 は An0 で 最大 で Ca 
分 と 共に 小 と な る 。 有 叉 各々 の 系 列 で は , 
成分 に よる 変化 は , 合成 物 で は わずか だ 
が , 天然 物 で は 大 きく , RIC Y* は 最も 著 
し い 。 石英 安山岩 中 の も の と , 不 充 分 に 


(Rep. Inv 


熱し も し た ペグ マタ イト 中 の も の は , PHO 
値 を 示し た 。 な お この 範囲 で は 成分 決定 
に は 粉末 像 は 役に立た な い 。 (Min. 
Mag., 31, 47~68, 1956) (32 5}) 


8041, MREOHARROBIE Smtih, 
RY Oe 


各 成 分 に わた る , 分 析 値 の ある RRS 
長石 66 個 , 無水 合成 物 11 個 , Bokam 
物 ATO X 線 粉末 記録 か ら , 20 (131) ~ 
(131) を 求め , 成分 に 対す る 変化 を 調べ 
た 。 厚い 上 成層 塩基 性 中 入 岩 体 の 斜 長石 と 
無水 合成 物 と は , 二 つ の 限定 され た 曲線 
を な し , 各々 を Bushveld 型 及 び 最 高温 
BARA LAT io 基山 岩 や 半 深 成 岩 
の 倖 長石 や , 熱 水 合成 物 は その 中 間 に く 
る が , 今 ま で 低温 型 に 入れ られ て いな た 天 
然 物 も , 単 一 の 曲線 で は TERMS RWS 
と が 分 つた 。 な お 上 述 の 曲線 で 成分 決定 
HRM, 成分 が 与え られ る な ら , Bs 
移 の 度合 を 知る の に 役に立つ 。 (Am. 
Min., 41, 632~647, 1956) Se ee | 
8042, シリ カ 構 造 想 の WR (Il) : Fe 
PO,, FéAsO,, MnPO,, BPO,, Al 
VO, を の 他 に つい て TT Schater, EOC, 
Schafer, M.W., Roy, R. 

AS BY O, MCA WO REM & LEN 
72o FePO, は 石英 型 和 構造 を も ち , 低温 型 
と 高温 型 の 転移 は 707°C で 行わ れる 。 fe 
来 石 型 。 クリ スト バル 石 型 の も の は 存在 
せ ず ,1230°C で 類 融 する 。 FeAsO, に つ 
いて は 明 上 其 な 構造 型 は 見 られ な か つた 。 
Mn PO, は 熟 水 状態 に 礁 いて 石英 型 と ク 
リス トメ ベル 石 型 と が 作ら れ , 両者 の 転移 
mix 813°C で あぁ る 。 MnAsO; : MnAs 
O,4-H,O 或いは Mn。As。0。 23486 71,48 
AK MnAsO, は 得 ら れ な い 。 AIVO,: 
無水 或いは 熱 水 状態 に 於 いて る も, HERI 
構造 は 見 出さ れ な い 。BPO。』 > BEERIRRE 
CHANT ZL 低温 クリ スト バル 石 型 が 得 
られ る 。 石英 型 の 生成 は 困難 で ある が 80 


抄 


0°C, 29,000 psi の 熱 水 状態 に 於 いて HE 
られ た 。 BASO, : 低温 クリ スト バル 石 型 
の も の が 得 ら れ , 石英 型 は 得 ら れ な い 。 
At Bt5O, (t@cihw et, 4 ty 
径 (A+B)/2 が が 小さい BPO,(0.29), B 
ASO, (0.34) は クリ スト バル 石 型 を 取り 
H&, SiSiO。(0.42) AlPO, (0.43) は 石 
英 型 , GREER, TY Ab NV RHE BM 
存在 し , FePO,(0.49), GaAsO, (0.54) 
CLBRHBORLDFEL Bo Biz Al 
SbO, (0.56), GaSbO, (0.62) zur TE 
VF NVMBEAB (Zeit. Krist., 108, 
263~275, 1956) (BAD 


岩石 学 及び 火山 学 
8043, North-West Jersey に 見 ら 
A AeRBIAG Henson, F. A. 
North-West Jersey の Armorican 
granite と Le Pulecq 地方 に 於 ける 
Precambrian の 堆積 岩 類 と の BOWE 
係 を 接触 岩 類 の 岩石 学 記 載 と 共に 記述 し 
た も の で , 接触 部 に 於 ける TE a RUE 
積 岸 中 に 信 ま れる 微量 成分 の 検出 を 行い , 
3% granite が 現在 の 位置 を 占め た 機構 に 
つい て 述べ た も の で ある 。 TER AIEIER 
の 局部 的 な も の は 認め らち られ る が , 之 の 花 菩 
岩 全 部 が この 作用 に 依 つ て 生じ た と 到 う 
野外 的 な 証拠 は 認め られ な い 。 周縁 部 の 
花 己 岩 及 び 堆積 岩 中 に は 薄い 不 規則 な 塩 
基 性 岩 帯 が 含ま れ て いる が , 之 は その 場 
所 に 於 て 既存 岩石 が 局部 的 に basifica- 
tion を 受け た も の で ある 。 L’Etacq に 
於 て 交代 組織 を 示す MORK RAR 
周縁 部 を 伴う 黒 圭 母 富裕 帯 が 存在 する 事 
は 交代 作用 が 行わ れ て いる 間 に 接触 帯 が 
外側 に 移動 し た 事 を 示す も の で ある 。 B 
触 部 の 微量 元素 の 検出 結果 か ら , granite 
が 現在 の 位置 を 占め る 間 に granite か ら 
堆積 岩 の 方 に 物質 の 移動 が 行わ れ た 事 が 


GR 419 


BMSEZLRI, (Geol. Mag. 93, 473~48 
4, 1956) [植田 〕 


8044, 中 程度 の 広域 変成 作用 に 於 ける 
泥 質 岩石 の 変成 相 境 界 Francis, G. H. 

Inverness jij, Glen :Urquhart の 
Moine 系 の 広域 変成 作用 に よる 泥 質 岩 起 
源 の 変成 岩 の 研究 に よ つ て 著者 は 従来 の 
中 位 の 変成 相 と 変成 亜 相 の 境界 を 調べ , 
変成 作用 に 次 の 二 つ の 重要 な 反応 を 強調 
する 必要 性 を 述べ て いる 。 

3 Staurolite +2Quartz@Almandine 
+ 5A1,SiO; + 3 Water 

Muscovite + Quartz? Potash 
feldspar + Al,SiO; + Water 

種々 の 変成 岩 類 を P-T field に plot + 
る と 上 述 の 如き 脱水 反応 の 温度 一 圧力 曲 
線 は 蒸気 圧 の chemical potential に 従 
つて 各々 の 場合 変化 すべ さき で あぁ る が , 然 
し 研究 の 結果 で は 1 広域 変成 地域 と 他 の 
変成 地域 に その 曲線 の づれ は た いし た こ 
と が 無く , 之 は 揮発 性 物質 の 逸 出 が 多く 
の 広域 変成 地域 の 変成 作用 に 広く 類似 す 
BODCHALLERTACHS LAZIO 
(Geol. Mag. 93, 353~368, 1956) 

ChE 
8045, AK—-BOSKRUBRE A 
fELAK—& +CO, Tuitle, O. F, 
Harker, RS I. 

Cold-seal pressure vessel を HUT 
700~1000°C, CO, 圧力 400~5500lbs/ 
in? の 範囲 で BRA + RBS AN-G 
+CO, 関係 の 一 変 系 PT 曲線 を 決定 し た 。 
5000lbs/in? CO, FEAF 1000°C 肉 外 で 
この 反応 は お こる 。 この 曲線 の 低温 側 領 
域 で は 方 解 石 + 球 灰 石上 エス パー 石 , 或 は 
FRG ERG + CO, その 高温 側 領域 
で は 方 解 石 キス パー 石 +CO。, Beis EEK 
石 キ スパ ー 石 +CO。 が 夫々 安定 に 共存 す 
る こと が 出来 る 。 理論 的 考察 か ら は ti- 
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lleyite は 上 記 PT 曲線 の 低温 側 に 安定 範 
囲 を 期待 され る 。 然し 本 実験 で は tilleyi- 
te は 合成 され な か つた 。 次 の 事 が 考え ら 
れる 。 即ち 認め られ て いる tilleyite の 
成分 に 誤り が ある か , 或 は スパ ー 石 の 観 
察 さ れ た 分 解 が metastable で ある か る も 
し れ な い 。 或 は 決め られ た PT HRAE 
KA, 方 解 石 , スパ ー 石 , tilleyite 及び 
CO, DEMME SE 5 重点 に 於 て 終る も の 
か も し れ な い 。 その 場合 に は 次 の 2 の 場 
合 人 が 考え られ る 。 即 必 tilleyitel が CO 
の 低圧 力 下 で 不安 定 な 場合 及び 高い 圧力 
下 で 不安 定 な 場合 と を で ある 。 両者 に 対す 
る 仮説 的 な PT 図 を 示し て 考察 が 行わ れ 
TC る 0 (Am. Jour. Sci. 255, 226~ 
234, 1957) (FB) 
8046, Criffell-Dalbeattie 7ERRRR 
@R#iEStk Phillips. W. J. 

南西 スコ ツ ト ラ ンド Criffell-Dalbea- 
ttie 花 過 関 緑 岩 体 は 3 の TERS BASLE (in- 
termediate, main, porphyritic の 3 花 
mina) 及び Bengairn Qs 2 
5M So BHVEIAO 4/5 (iE 
‘a (Main) で 占め らち れる 。 本 論文 の 大 部 分 
は この 主要 深成岩 体 の 岩石 学 的 記述 , 橋 
造 及び 位置 の 占め 方 の 研究 で ある 。 BE 
花 賠 隊 緑 岩 は 押 分 け 綱 入 及 び 母 岩 の 多少 
の 同化 作用 に よ つ て で て 岩 半 と し て 位置 を 占 
め た 。 この 複合 体 の 西端 に ある 中 間 性 花 
fa PAs 0k Se BE PR BR a RVC BEG © S OAS, 
後者 より 前 に 位置 を 占め て お る 。 RS 
は その 西 及び 北側 に 分布 す る Bengairn 
BRN iite CP BAL COS ARS 
は permeated ホル ン フ ェ エル ス の BRE 
質 及 び 可 動 化 に よっ つて 発達 じ た だ と BRS 
れる 。 PRILETE Aiea ARSE O38 
代 変 成 の 最終 結果 を 表わす か も し れ な い 。 
可動 化し た permeated 物質 の 相対 的 な 
小 運 動 及び 内 部 的 循環 は AERA 7 SRE 
を 変 へ る 事 が 主張 され る 。 PRIVEE ROBY 


iia ¢ BRR ¢ OPA MEPIS per- 
meated ホル ン フ エル ズ スズ の BAe ko 
ChE Aiees Be Reem S 可能 性 が 
FACE BT SUAVE BL 
CURR WV AVHORIEE AL 
CoHEBI BRAHMS, 比較 的 後期 の 
= (Ee Ns OEMS 同化 作用 の 
結果 に 帰せ られ , SNLBRORY BE 
な 生命 の ある 中 に 終っ つっ た 。 Yra-HeOD 
小岩 脈 類 及び 細 尊 花 賠 因縁 岩 は 76 ea DSi 
BBR (それ は 最後 に PEER Ei ie 
岩 と し て 固 結 し た ) の 結晶 作用 の 種々 の 


時 期 に 関係 する も の で あぁ ある 。 (Quart. 
Jour. Geol.Soc. Lond., 112, 221~239, 
1956) [ 和 也 藤 ) 


8047, 北東 オレ ゴン 員 Elkhorn 山脈 
の 地質 一 Bald Mountain EH, Tau- 
beneck,. W.H. 

北東 オレ ゴン 州 の Elkhorn 山脈 中 に 
ある Bald Mountain Ai — SMOH 
積 岩 類 及び =SMOFS BS ~ HENS 
PNZBAL ToS ARARIS<( £B 8 
の 異 る 岩 型 か ら 成 る 複合 岩 体 で , 塩基 性 
か ら 酸 隆 え の 順序 で 生成 せら れ て いる 。 
Bp 7 A ches UN Sve 46 
mies, 優 白 質 花 賠 図 緑 岩 , 最後 に 優 
自 質 石英 モン ゾ = 岩 の 順 で 位置 を 占め た 。 
bt VeRO TE he ieee RAE 
Ba RHR (17 ISE GR) D 9796 を 占め る 。 
eas 8 el OB GARR OU 光学 性 を 
挙げ , 特に 多く の 容量 比 を 測定 し た 。 ジル 
コン (300 個 ) の 大 さ の 測定 , 牛 来 の AE 
BRR ETIOK, MIbSRANS 12/8 
を 挙げ て いる 。 これ ら の 岩石 学 的 事実 用 
UMAR D DRERBOSR AEN: 岩 
aR baw Le Ck ERTS スト ー 
ピン グ に 対す る 直接 証拠 は 限ら れ て お り , 
野外 事実 は 押 分 け 綱 入 を 示し て いる 。 花 
同 岩 化 作 用 地域 は BRS AU PER CSE 
動 の 副産物 で ある 。 COREL VERE 


> 


ReBOBANERi I-74 } RBEO 
分 別 結 唱 で は 説明 され な い 。 ノー ライ ト 
岩 柴 が 固 結 し た 後に 大 規模 な 貫入 岩 体 及 
び 優 自 質 岩 体 が 生じ た 。 PM BHAA 
は ノー ライ ト 質 岩 此 の 分 化物 と は 異 る 岩 
共 か ら 生じ た 。 和 祭 長石 及び ジル コン の 
性 質 か ら は トナ ル 岩 及び 花 賠 際 緑 岩 と 優 
HERO; mARSERU 優 白 質 石 英 モ ン ゾ 
= 岩 と は MRI LE RS BRO OM 
か れ た と 認め ちら れる 。 Ke BARS 
位置 を 占め た 後 , SBARBORARIK =F 
ORM ZOGCHEL, そし て 中 心 部 
OER AR a CE TS 周縁 想 ト ナル 岩 
DTE (bull CANS CR Am I 
181~238, 1957) (FEI 
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8048, 硫 鐵 ニッ ケル 鉱 と BHBAOH 
# Hawley, J. E., Haw, V.A. 
SBR, =V7VERU 硫黄 を 用 いて 
(Fe, Ni),_, S の 固溶体 を 500~1300°C 
の 温度 で 合成 し , UNE C BIC 
気流 中 で .800°C, 72hrs. 加熱 後 , 48hrs. 
か ゝ つて 徐 冷 し , BAT C 観察 し た 結 
BROR: ULEAD, 1) (Fe, Ni) 
Sis BUS NinFe=5 295 の 場合 は 
Fad ERE CHABRALAY LNT 均質 
な 磁 硫 鉄 鉄 で ある が , 2) Ni: Fe=10: 
90 の 場合 は 磁 硫 鉄鉱 中 に HEAR, KIA 
tk, MRTG Y AR, 細 脈 状 等 の 硫 鉄 
=VIFNEBACS 3) Bic Ni: Fe 
=20 : 80 OHARA YY 7 VOLK 
燈 状 組織 の ほか 粒状 組織 が み ら れ , 4) Ni 
: Fe=30 : 70 及び Ni: Fe=55:45 の 
場合 に は Widmanstatten 組織 の ほか 
VRB RAIA VY AR, KIER, 細胞 
Xk, 脈 状 等 の 硫 鉄 テッ ケル 鉄 が BT So 
その うち Widmanstatten 組織 は BERT 
鉄鉱 の 鑑 面 に 平行 な 面 に 治 つ て 硫 鉄 = ツ 


Gk P21 


7 VSR HL PRE REC? BO CH Y, 
また 大 燃 状 乃至 脈 状 の も の は 高 倍率 下 で 
FETIReE St So 2 
上 記 の 共生 組織 は 固溶体 の 離 深 の 結果 
生じ た も の で ある と 思わ れる が , 硫 鉄 = 
YA VERO HIE S: (Fe+Ni) の 値 の 
減少 を 意味 し , 必然 的 に PRO Be eS 
えな けれ ば な ら な い ( 併 し , Kullerud は 
FREORAL BAT, WC 磁 硫 鉄 鉄 に お 
ける 硫 草 の 増加 を 推定 し て いる )。 この こ 
ELAR TS BSE RGR = Y 7 BK が 磁 
PRGRAL PAR OBR BAPE UCI OC ER 
析出 し て いる 事実 より 一 応 銀 か せる 。 
(Econ. Geol., 52, 132~139, 1957) 
(EA) 
8049, Nova Scotia |L4%nmn ZEB 
物質 の 鉱 化 作用 Wiese, R. G. 

鉄 化 は Antigonish County, Nova 
Scotia, Cape George 附近 に 露出 する 
上 部 Mississippian Ardness Oi 
中 特に 有機 物質 を 多量 に 含む BKAWR 
頁岩 中 に 限ら れ て 行わ れ , それ ら の 有機 
物質 を 交代 し て いる 。 生成 鉱物 は 黄 鉄 
Gh, VERIGKe ELL FisAgk, PESMGK, Bi 
FePASK— Pek, POARSASK, Deeks 
で 何れ も 交代 作用 に よる cell Beyk com- 
pressed cell stracture を 示し , その 中 
央 部 に 有機 物質 を 残す 。 これ ら 有 機 物質 
は 黄 鉄 鉱 , 煙 鉛 鉄 の 鉱 化 の 順に 従い BL 
く 交 代 さ れ て 必 々 ゲル 状 と し て HA 
BEND, —AAMRIL 有機 物質 の み 
な ら ず cell form を 示す 黄 鉄 鉱 を も 交代 
LC, その 境界 に 反応 相 と し て の BERAGK 
を 生成 せしめ て いる 。 成因 と し て , eRe 
源 に 無関係 な 鉱 液 が 有機 物 の 多い 頁岩 中 
で 低温 低 友 の も と で 先 づ 有機 誰 敗 物質 に 
ょ っ つて 沈 小 作用 を 惹起 し 更に 吸着 作用 , 或 
は 化学 反応 の 講 過 程 を 径 て 種々 の 鉱物 を 
Am Lb #Z6nNS, (Econ. Geol., 
52, 76~82, 1957) [田代 ] 
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8050, Colorado 台地 の ウラ ン 鉱 床 生 
成 温度 に 関す る 鉱物 学 的 証 拓 Coleman, 
Re G: 

UWRO 7 Y SRR OD bILTAY 7 vB, 
coffinite, バナ ジン 酸化 物 及 び 硫化 鉱物 
を 産 す る 0 LOW, VAYRM, FY 
Y BIO A.D RFE RA RD S BL ARE 
で あぁ ある が , これ ら と 初生 的 に 共生 する 硫 
化 鉱物 を 検討 する 事 に よ つ て , ウラ ン 鉄 
床 そ の も の の 生成 条件 を 推定 する 事 が 可 
能 で ある 。 Happy Jack 鉄山 及び Hi- 
dden Splendor $Kl) BEPIRE PARKS BEE 
Gh, FAI 7 VSL TARHHO YO CHSM, 
LCOWMaRIC SENS Fe を 定量 し て 
FeS% (excess iron sulphide) を 求め 
Kullerud の FeS-ZnS 457@Mic#w 
て その 生成 温度 を 推定 し た 結果 は 次 の 如 
く で ある 。 

Happy Jack 鉱山: 単位 格子 5,4107 エ 
0,0003, FeS (wt.9%) 0.11, 温度 <138°C. 
Hidden Splendor 鉱山 : 単位 笑子 5,4 
101 エ +0,0002, FeS(wt. 9) 0.28, 温度 <1 
38°C, Gruner, Miller yz kniz,. Fae 
FY SLE 50°C, REAR 5 TRS 
る と 述べ , Hoekstra, Fuck の 合成 実験 
に よれ ば coffinite は アル カリ 条件 下 で , 
250°C に 於 て 生成 する と 説明 し て いる 。 
EMI, 当地 域 の 鉱床 生成 温度 は , BS 
堆積 時 の 温度 と 大 差 は 無い も の と BASE 
M4, (Econ. Geol., 52, 1~4, 1957) 

[阿部 宏 〕 
8051, 研 眉 面 に お ける 人 金 局 鉱物 の 族 度 
Nakhla, F. M. 

不透明 金属 鉱物 の PREC, BEBE 
鏡 下 で Leitz 仙 Durimet に よ ょ り Vikars 
硬度 を 測定 し た 。 その 場合 硬度 は 次 式 で 
求め られ る 。 

HV (kg/mm?) = 


1854.4 x t 
q2 


i は 荷重 (gr.), CX 凹 所 の 対角線 の 長 さ 


(micron) で あぁ る 。 実験 で は 荷重 を 25, 
50, 100, 200 及び 300gr に 変え て 行 つ 
た 。 XM Talmage に ょ る 方 法 で は 鉄 石 鉱 
FNS HRV} OMG A, B,C 以下 全部 で 
7 段階 に わけ られ る 。 この 両者 を LRT 
る と , 硬度 の 順 は 必ずしも —Ke sue 
に な る も の が ある 。Vikars 硬度 で は 20 
0~300gr の 荷重 の 時 の 値 が 判定 上 有効 
で あぁ る が , 荷重 の 小さ い 時 は 鉱物 の 方 位 
の 違い で に よる 差 が 殆ど な く , 50gr を 超え 
StwmBetmhSo 

Talmage に よる 硬度 を 便宜 上 3 段階 に 
dit, A, B, C ek, F RUG @R, D 
及び EE を その 中 間 鉱物 と する と , Be 
SND 6396 は 軟 , 2296 は 中 間 , 他 が 硬 
鉱物 と な る 。 概して 周期 率 表 の 同じ 群 に ・ 
属す る 元素 の 金属 鉱物 は 硬度 も 近似 する 。 
REAWOAANS 同じ 群 に 属す る 元素 の 
原子 番号 及び 原子 半径 が 大 に な る に つれ , 
増加 する 。 これ は 硬度 が 結晶 格子 と 関係 
し , 原子 半径 が 大 に な る と , 原子 又は イ 
ォ オォ ン 間 に 作用 する 力 が その 距離 の 平方 に 
逆 比 例 す る か ら で あ る 。 

鉱石 鉄 物 の 組織 に 対し て は , ex-solu- 
tion tex., graphic intergrowth, gra- 
phic replacement tex. 等 は 硬度 が 同じ 
BE OGM CARASN ASM, 普通 の 交代 
作用 で は 硬度 の より 高い も の が , LOE 
い 鉄 物 に 交代 され る 。 両者 が 同 程度 の 時 
は 互 に 交代 作用 を 受け る 。 又 硬 度 の ょ り 
高い 鉄 物 よ り は , 低い 鉱物 の 方 が 先 に 交 
代 さ れる 。 Gilbert は 硬度 の より 高い 伝 
物 は , 低い も の より 早期 の 品 出 で ある 事 
を 指摘 し て いる 。 (Econ. Geol., 51, 
811~827, 1956) [鈴木 〕 
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8052, Persian Gulf Hits OBS, 
Law, J. 


A RY 


ca 
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Persian Gulf ##f@2WsEL LT, 7 
ラン の RHR, イラ ク の 東部 , WHR 
DIL FREFMMNE TPET HD 
FEDRENCBOTWS. その 構成 上 か ら 
は , アラ ビア 高原 一 湾 早 地域 一 Kurdish. 
Zagros 山脈 の SW~NE 断面 上 で 順次 
Miocene, Oligocene~U. Cretaceous, 
M.Cretaceous~ Permian の 陸 棚 堆積 物 
及び Orthogeosynclinal の 堆積 物 か ら 
な つて お り (Pliocene SREB AIC 

C), 現在 は 北東 縁 山地 は 中 一 古生代 の 
宿 曲 山脈 で 構成 され て いる 。 COVE 
LRRD tn C ISK 7s e 包 蔵 し て い 
BR, 195542 KORE 126x10? バー 
レル で 世界 の 2/3 を 占め , 同年 間 の 平均 
Ae 3x10% ベー レル が 約 600 の 潤 井 か 
ら 産 し て お り , 1 井 に つき 平均 5000 バー 
レル に る も 達し て いる 。 RAGS 21 の 
oil field ら か 産 演 し その 過半 は コー ワイ ィ 
FO Burgan, サソリ ジー アシ ビア の Gha- 
war 及び イラ ク の Kirkule jh 5 
し , 前 2 考 は 20x10" ベー レル の 確定 量 
を 有する 。 こう し た 膨大 な 産 光 に つい て 
は 勿論 その 質 と 環境 と 保存 の 点 で すべ て 

et で お 0, 

質 的 な 講 条 件 を 検討 し て みて る も, KE 
sae Te ICVE REE FO 条件 , 層 
位 的 ・ trap, 大 規模 の 構造 , 油 
Bakt 著 岩 の 好適 な る こと , 不 整 合 の 
な いこ と , 等 何れ の 点 か ら る も ape 
ie ans 2 NCTE WER 
域 の 油 の 2/3 は 34~38° API で 残 ve は 
32° API ( チ テグ リ ス 河 地区 ), この 比重 の 
近似 隆 も , 海 成 堆積 物 源 の る も の で , PRR 
度 が か な り に 達し , し か も 過度 の oroge- 
Zw C, HORKOUE 
通 を うけ な い 条 件 を 意味 し て いる も の で 
あろ 2 ろう 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol:, 41, 51~69, 1957) [加藤 
8053, Lithostratigraphy に 於 ける 


nic stress #325 


BBs Wheeler, H.E:, Mallory, V.S. 
実際 的 , 概念 的 の 両方 の 立場 か ら li- 
thostratigraphic units と し て , 次 の 3 
つが 区 別 さ れる 。 MIDRIB 
Bans で は > 
member な どの , 従来 か ら , その 層 位 上 
の 位置 に 基 い て 用 いら れ て いる も の 。 横 
変化 に よ つ て 分 離 され る も の と し て i- 
thofacies, 但し この 場合 の lithofacies 
と いう 言葉 は 従来 と も 度々 用 いら れ て い 
た 垂直 的 に 分 離さ れる lithofacies 一 それ 
は 概念 的 に は 妥当 性 が ある の だ が ーー を 含 
まず , stratigraphic interval pb, 統 
ATHY E e HEL 72 AO 横 変 化 に 基づき 
分 離さ れる も の で ある 。 ACKRU BEA 
IZABESNADHOEL T lithosome, = 
れ は 相 異 な る 岩 質 か ら BMS NOM 
い は , それ 以上 の eke fic inter- 
tonguing し て いる 一 つの lithostrati- 
graphic body と し て 定義 され , 従来 は 
屋 々 “facies” と formation の 両方 に 含 
め ら れ て いた 。 上 述 の 3 つの lithostrati- 
graphic unit を 特に 区 別 し た 理由 は , 夫 
々 が 概念 的 に も 実体 的 に も 相違 の ある こ 
と , 従来 これ ら の term ee 
BAW 概念 的 に も , KAN D LEAL 
年 必 で で でき 論理 的 で な が っ だ こと a 
ら の 各々 は 他 の 二 者 の みなみ で は 十分 に 示さ 
れ な い 堆 積 関係 を よく 説明 する こと 等 に 
ある 。 又 従来 用 い られ て いる lithotope 
(Krumbein 及び Sloss, 1951) は 概念 
的 に は 二 次 元 的 な も の で ある 攻 三次 元 的 
な 層 位 学 上 の も の と し て は 不適 当 CH 
が 語れ 1@ MISTS SE a ilitho- 
strome が 用 いら れる 。 ご れ は 本 質 的 に 
均一 か , 或いは 一 様 に 不 均一 な 岩 質 を も 
D—ORWIIENYED beds か ら 成 り 
立つ lithostratigraphic layer と し て 定 
362474, (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 2711~2723, 1956) (HA) 
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8054, Alberta 北 中 部 の Precam- 
brian の 深部 構造 Burwash, R. A. 
. 西 部 カナ ダ の Interior Plains の 深部 
に は 近年 の 深 掘 井 の 資料 に より Cana- 
dian Shield と 同様 の Precambrian の 
存在 が 明か に され て いる 。 北部 及び 中 部 
Alberta の 100 個 の 深 据 井 に つい て 岩石 
SARL, その 中 の 18 個 の 次 料 に つ 
いて の 年 代 計 算 (pottasium-argon 法 に 
ょ る ) を 行っ つた 結果 , Lat. 60°N, Long. 
SE at 52°N, Long.110°W 
に 延び る 線 を 境 と し て 東西 2 っ の pro- 
vince が 区 別 さ れ た 。 前 者 は 17 億 年 代 
で , 2OsbRs Alberta は Churchill 
province の 延び に 相当 し , その 一 般 方 向 
は NE~SW を 示す 。 7 後者 ば 12~15 億 
年 代 で Peace River province と 称し , 
弧状 の 延び を 持ち 北東 部 で NS, 中 部 で 
NW へ ~SE を 示す 。 前 者 は 大 体 花 賠 片 礎 
岩 類 か ら な り , 後者 の 中 部 は ELLCH 
麻 岩 質 の アダ メラ イト 及び 花 局 図 緑 岩 か 
ら な り , 一 般 に 基 性 の 片 着 を 伴う 。 その 
周縁 想 は アル カリ 花 税 岩 類 か ら な る 。 
Churchill province の 北 縁 部 は , Great 
Slave Lake © BRIC WOT 行わ む た 
aeromagnetic survey の 結果 か ら , そ 
の 断層 帯 の 延長 方 向 で 切ら れる も の と B 
えら れる 。 Peace River 造山 帯 は 西部 
Albsrta 及び 東部 British Columbia の 
Precambrian の 堆積 時 に は 構造 的 に 陸 
SWF C, これ が 既に 1S 億 年 前 の 造山 運動 
に より か な り の 程度 MRM SMT, 古生代 
の 地層 の 堆積 時 に は 低い 起伏 の 平原 と な 
y 更に Cordilleran geosyncline に 相当 
量 の 堆積 物 を 供給 し た も の と 考え られ 
45 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
41, 70~103, 1957) [加藤 
8055, FRARICKRIS 4 Vanadi- 
um の 人 分売 分 析 Anderson, J. W., 
Hughes, H. K. 


Vanadium & 2c ROR ava L CB 
着 す る スラ ッ TisVAR SE 72k BRO BB 
の 原因 と な る 。 又 原 油 中 の vanadium の 
存在 は RIO MYR LENE BASF 
に な る 理由 等 か ら 石油 工業 界 で は ポー ラ 
ログ ラフ や 比 色 潜 で は 化学 的 処理 が 伴 つ 
て , 干渉 に よる 誤差 も 入る の で 直接 的 な 
分 光 分 析 法 が と られ た 。 肉 標 準 元素 を 決 
定 す る た め に moving plate method を 
用 い Co と i を 比較 し て Ti ERAL 
た 。 分 析 す べき 試料 は 注意 深く 灰 化 し て , 
1% Ti を 含む SiMBKLIBSL,. 一 方 
標準 試料 と し て 一 定量 の V を 加え た Na 
Cl, CaO 混合物 に 先 の 196 Ti の Si MR 
を 混 じ さ ら に graphite を 加え る 。 これ ら 
の 粉末 を 炭素 電極 に つめ て 直流 弧 光 で 発 
光 さ せ 分 析 す る 。 分 析 線 は V 2977.5A/ 
Ti 2956.1A で あり , 分 析 の 再現 性 は 標準 
偏差 で 4% で あぁ つた 。 叉 灰 化 の 操作 , 分 
析 の 方 法 の 実際 に つい て 詳し く の べら れ 
て いる 。 V は 灰 化 に よ つ て 失わ れず , 敵 
料 油 中 の 0.00049% ょ り 0.045% OV 
MHASH (Anal. Chem., 23, 
1358~1360, 1951) . 【 阿 部 〕 
8056, 吉光 光 朗 測定 の 操作 Conrad, 
A Johnsons: WA 

誠 光 を 分 光学 的 に し ら べ る 方 法 で 分 光 
光 鹿 計 に よ つ て 分 析 す る 。 筆者 等 は 光電 
池 光 電 管 を 用 いる 技術 の 発達 が 進ん で き 
た の で 油 滑 油 に 試み た 。 油 滋 油 中 の Sr, 
Ca, Ba, Li, ナ フ テ ン 酸 の 分 析 が Beck- 
man 分 光 光 度 計 に よ つ て 行わ れ , BE 
向上 の た め の 技 術 や , FERRO WE eI 
じ て い る 。 一 時 間 あ た り 30 箇 の 試料 が 分 
析 さ れる の で 直接 法 中 で も 最も 迅速 手軽 
な 方 法 で ある 。 (ALI OMIA k SHE 
は アル カリ , アル カリ 土 類 元 素 の 分 析 に 
適し て いる が , V, P 等 は この 方 法 で は 分 
析 で き な い 欠点 を 有 し て る 。 (Anal. 
Chem., 22,1530~1532, 1950) [阿部 ) 


昭和 33 年 度 日 本 岩 互 鉱物 鉱床 学会 役員 候補 者 の 推薦 に つい て SHG ISR ICE DAB 
Ml 33 年 度 会 長 , RH, 評議 員 候補 者 の 推薦 を 次 の 要領 に よ つ て 受付 け ま す 。 
1 役員 候補 者 は 正会員 5 名 以上 の 連名 に より 推薦 され た も の と する 。 
2 COMB MANS 8 月 31 日 迄 に 仙 合 市 片平 丁 東 北大 学 理学 部 内 本 会 和 郊 , 書面 を 以 っ て 
送 附 され た い 。 
合同 秋季 講演 会 予告 既に 本 会 誌 第 2 号 挿入 記事 で 詳細 を お 知ら せ 致 し まし た が , 本 
会 及び 日 本 鉱山 地質 学会 , 日 本 鉱物 学会 , 北海 道 鉄山 学会 , 北海 道 地 学会 の 共催 に よる 
合同 秋季 講演 会 を 下記 の 次 筑 で 開催 致し ます 。 ふ る つて 御 参 加 下 さい 。 
会 場 札幌 市 北海 道 大 学 理学 部 及び 工学 部 
会 次 第 昭和 32 年 9 月 28 日 ( 土 ) 学術 講演 , 市 内 見 学 (バス ) 
9A 298 (8) i 9U Fl LE, ABS 
9 月 30 日 (月 ) 同 上 , SABSKIU LSS 2) 
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会 長 EUS R 郎 
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